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表紙写真：とちぎわんぱく公園の

りんご並木です。

　新庁舎の建設には町民の皆様や町議会のご理解を得ながら進めることが大切である
ことから、「新庁舎建設だより」を発行し、進捗状況等をお知らせしております。
　今回は、新庁舎の外観デザインや建物配置、フロア構成といった、新庁舎で整備す
る機能や設備などをまとめた「壬生町新庁舎建設基本設計」が完成しましたのでその
概要をお知らせいたします。

庁舎の概要新

計方針設

壬生町の中心に、町民と行政が共創し、ひとつになる「町のリビング」をつくる

町をつなぎ

町民をつなぐ

町を守り

町民の拠り所となる

誰もが利用しやすく

居心地の良い

壬生の特色ある地域の

魅力を伝え

永く使うことのできる

結びの庁舎 安心の庁舎 憩いの庁舎 発信する庁舎 スマートエコ庁舎

所在地：壬生町大字壬生甲３８４１番地１

【本庁舎】延床面積：6,577㎡

　　　　　構造種別：鉄筋コンクリート造（耐震構造）

　　　　　階　　層：３階建て

【附属棟】延床面積：934㎡

　　　　　構造種別：鉄筋コンクリート造（耐震構造）

　　　　　階　　層：２階建て
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◎問合せ

新庁舎建設室事業推進係

☎（28）6718

置計画配配
　新庁舎の１階床面積を大きく確保し、上下移動が少なく

設置性の高い計画としました。東側の多目的広場との関係

性を高め、県道宇都宮栃木線への積極的な顔づくりを行う

ことができるものとしております。

　また、隣接する既存施設（総合運動場、保健福祉センタ

ー、シルバー人材センター等）との連携により公共的機能

をさらに強化できる配置としております。

庁舎のフロア構成新新

後のスケジュール今今

　１階は、主な窓口関係の部・課を集中配置するこ

とにより、手続きのワンストップ化の促進とバリア

フリー化を推進し、来庁される方の利便性を確保し

ます。

　また、窓口エリア（町のリビング）は１.５層程度

の天井高を確保し、開放的で見通しが良く、案内性

の高い空間とします。

　２階は、庁議室（災害対策本部）、防災関連部署

を集中配置し、災害発生時における連携力を高める

配置とします。

　３階は、議会となり、議会機能の独立性を確保し

た配置とします。

令和元年度

令和２年度

令和３年度

実施設計

建設工事（本体工事、外構工事、その他工事等）

　10月１日（火）より実証運行を開始しました１

市２町広域連携「ゆうがおバス」に関しまして、

９月29日（日）に下野市石橋駅ロータリーにおいて、

出発式を開催いたしました。当日は、天気にも恵

まれ、主催者代表の下野市長をはじめ、来賓の方々

からの祝辞やテープカットが行われるなど、「ゆ

うがおバス」の運行開始を祝いました。

　また、出発式後には実際のバスを使っての乗り

方教室を行い、多くの小学生がバスの乗り方を学

びました。

【参加者】

・主催者

　広瀬　寿雄　下野市長

　星野　光利　上三川町長

　小菅　一弥　壬生町長

・来賓

　高山　和典　栃木県議会議員

　佐藤　良　　栃木県議会議員

　熊倉　一臣　栃木県県土木整備部長

　秋山　幸男　下野市議会議長

　石　　�幸寛　上三川町議会副議長

　　井　聰　　壬生町議会議長

　手塚　基文　関東自動車代表取締役社長

１市２町広域連携 「ゆうがおバス」 出発式を開催しました

乗り方教室

テープカット

移転・開庁（令和３年度中を予定）移転・開庁（令和３年度中を予定）



中学生がオーストラリアで
国際交流 第22回壬生町中学生海外派遣事業第22回壬生町中学生海外派遣事業

　第22回壬生町中学生海外派遣事業が、８月10日から８月18日の９日間の日程で実施されました。

　この事業は、中学生を海外に派遣し、ホームステイや現地中学生との交流を通じて、外国語に

よる表現力と理解力を高めると共に、国際感覚豊かな青少年の育成と国際交流の推進を図ること

を目的として、毎年実施しています。今年も、中学２年生20名をオーストラリア、シドニーに派

遣しました。

派 遣 団 員（敬称略） 派 遣 先 紹 介
団　　長

　青木　圭（壬生町教育委員会事務局学校教育課課長補佐兼指導主事）

団長補佐

　酒　　知佐子（壬生中学校教諭）　

団　　員

壬 生 中　

　・土屋　美沙希・市川　愛奈・荒川　真保・　久　七海

　・坂本　日和・佐々木　和奏・荒川　碧・三上　穂夏

　・武藤　結愛

南犬飼中

　・上田　光莉・網野　里咲・黒子　夏希・田中　心優

　・大久保　美星・福住　日菜・瓦井　寿々・石井　陽向

　・星野　陸・下山田　圭佑・入江　柊太

あお  き          けい

さか とく         ち 　さ    こ

つち  や            み    さ    き          いち かわ        あい  な           あらかわ          ま     ほ         たか   く          なな   み

さか もと          ひ よ り          さ    さ    き            わ  かな         あら かわ       みどり        み  かみ          ほ  なつ

  む  とう           ゆ   な

うえ  だ            ひ か り         あみ  の            り    さ          くろ  こ          なつ   き           た   なか          み ひ ろ

おお   く    ぼ           み    ほ          ふく ずみ          ひ    な         かわらい            す    ず          いし   い           ひ な た

ほし  の          りく         しも やま  だ         けい すけ        いり   え        しゅう た

結団式にて

日本から飛行機で約９時間。
豊かな自然と過ごし易い気候に恵まれた、
オーストラリア最大の人口を擁する都市です。

ニューカッスル

キャンベラ

メルボルン

アデレード

ケアンズ

ダーウィン

アリススプリングス

パース
フリーマントル

ブリスベン

★

シドニー
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研修日程と旅のようす

ハーバーブリッジ・オペラハウスとともに記念写真

Specialty Language Centre 修了証授与 交流校の生徒と

折り紙を紹介 フルーツバスケットを紹介

ボンダイビーチで

あやとりを紹介

店員と英会話に挑戦 南半球の海シドニー市内観光

交流校の生徒とランチ

語学研修がんばりました

大変お世話になったホストファミリー

紙風船を紹介

8月17日

ホストファミリーと過ごす
最後の１日

8月18日

一生の思い出を手に入れて
帰国

8月10日

成田空港へ搭乗手続き後、空路シドニーへ

8月11日

シドニーに到着

ハーバーブリッジ・オペラハウス・美術館を見
学した後、語学学校でオリエンテーション

それぞれのホストファミリーと対面後、各家庭へ

8月12日～16日

午前中は、語学学校で英語研修

午後は現地の中高生（コンコードハイスクール・
ダルウィッチハイスクール）と交流

QVBや近代博物館、タロンガ動物園等の見学
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未来へつなげ　～経験をバトンに～
三上　穂夏壬生中学校

かわら い           す   ず

ず

オーストラリアでの生活
瓦井　寿々南犬飼中学校

み   かみ         ほ  なつ

私

っと楽しみにしていたオーストラリア研修。飛行機の中でも、ずっとどきどきが止まり

ませんでした。そして、あっという間にオーストラリアでの７日間の生活は過ぎてしま

いました。今思えば、初めて大きなチャレンジをしたと思います。知らない町、知らない場所へ、

家族と一緒ではなく自分だけで飛び出していくことは、私にはとても大きなことでした。

　長いフライトの後、ついに到着したオーストラリア。英語の世界が一気に目の前に広がってき

ました。最初は、ネイティブの発音や話すスピードの速さに驚かされてばかりでしたが、語学研修でのメリル先生の上手

な教え方のおかげで少しずつでしたが慣れてきて自信がついてきました。

　私のカタコト英語を最後まで熱心に聞いてくれたMy Host Family !　オーストラリアでの７日間をぱっと明るく、鮮や

かなものにしてくれました。私のホストファミリーは、本当の家族のように接してくれました。朝、一緒に電車に乗った

り、毎日お弁当を作ってくれたり、おじいちゃんおばあちゃんと食事を楽しんだり、バスケを教えてくれたり、いとこと

ボウリングをしたり、楽しい思い出が次から次へとよみがえります。

　中２の夏に、オーストラリアで貴重な経験をさせていただき、たくさんの人に感謝の気持ちでいっぱいです。この素敵

な夏の思い出を、いつか私の将

来へ、未来へとつないでいきま

す。この経験をバトンとして、

未来の私につないでいきます。

このバトンを誰かへと受け継ぐ

その時まで。

は、中学生海外派遣団員の一人として、８月10日からオーストラリア最大の都市、シドニ

ーに行きました。そして９日間の派遣期間を終え18日、団員と共に無事、帰国しました。

　派遣先での目的は主に２つ。語学力の向上と異文化を知ることです。そのために私達は、ホー

ムステイをしながら語学学校に通い、現地中高生との交流会、市内散策などで多くのことを学び

体験しました。

　５日間の語学研修では、ホストマザーのラタと一緒に、電車で約一時間、研修校に通いました。駅にある発車表や、電

車内のアナウンス、初めて見聞きした時、日本ではない事を強く実感した自分を鮮明に覚えています。

　研修校では、メリル先生に、オーストラリアの様々な事を教えていただきました。現地のコイン、動物、シドニーやそ

の他の州について。授業はもちろん、全てが英語です。理解することのできない所もありました。自分の語学力のとぼし

さに悲しくなりました。しかし、それを救ってくれたのはラタです。モーニングティーに持たせてくれた丸のまんまのリン

ゴやドーナツ。ホームステイ先が用意してくれたそれぞれのおやつを囲んだ団員との一時の休憩がとても楽しかったです。

　中高生との交流会。コンコードハイスクールでは、紙風船やあやとり、折り紙など、日本の文化を伝えたり、現地の学

生からゲームを教えてもらったり、とても充実した時間となりました。

　市内散策では、シドニーで最も大きいタロンガ動物園や美術館に行きました。特に印象に残っているのが、ハーバーブ

リッジから見下ろしたオペラハウスです。歴史のある建造物、近代的な世界遺産。世界の大きさを知りました。

　派遣中、うまくいった事ばかりではありませんでしたが、とにかく私は、何事にも積極的に取り組みました。チャレン

ジすることをあきらめませんでした。一人ではないという少しばかりの安心と、まだ見た事のないオーストラリアでの生

活に大きな不安を抱え、壬生町を出発した自分を懐かしく思います。また、必ずオーストラリアに行ってみたい。大きな

大きな夢ができました。このよ

うなチャンスをくださった壬生

町、私達を受け入れてくれたホ

ストファミリー、一緒に同行し

てくださった青木団長、酒�　先

生、添乗員の浅野さんと団員に

感謝します。ありがとうござい

ました。

現地中高生との交流 オーストラリアの学校からのメッセージ

ブルーマウンテンズでアイリスちゃんと ホストファミリーと一緒に
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　８月29日（木）に、第25回栃木県民福祉のつどいが

宇都宮市文化会館で開催されました。このつどいは、

県民全体が福祉について考え、参加者が自らの活

動への意欲をより高める機会として開催されてい

ます。その席上で、長年、地域福祉の向上に尽力

されたことで、次の２名の方が表彰を受けました。

栃木県公衆衛生大会表彰受賞

　９月４日（水）、とちぎ健康の森において「第59回栃木県公

衆衛生大会」が開催されました。その席上において多年にわ

たり精力的に活動し、本町の保健衛生事業の発展・推進に多

大なる貢献をされた次の２名の方が表彰を受けました。

大会長表彰【母子保健部門】

○壬生町母子保健推進員　楡木　眞里子さん

大会長表彰【栄養改善部門】

○壬生町食生活改善推進員　荒川　道子さん

壬生町敬老のつどいを開催しました

栃木県共同募金会会長表彰

〇民生委員・児童委員　中山　清さん

栃木県身体障害者団体連絡協議会会長表彰

〇更生援護功労者　小久保　ミイさん 左から　小久保さん　櫻井副町長　中山さん

「栃木県民福祉のつどい」開催

　

９
月
４
日（
水
）、
城
址
公
園
ホ
ー
ル
に
て
「
壬
生
町
敬
老
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
こ
の
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
、７
５
８
人
（
77
歳
以
上
で
参
加
希
望
者
）
の

方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
壬
生
町
民
の
歌
の
合
唱
後
に
、
主
催
者
の
小
菅
一

弥
町
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
多

数
の
来
賓
の
方
か
ら
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
演
芸
の
部
が
行
わ
れ
、
午
前
の
部
で
は
、
松
山
美
由
紀

さ
ん
の
歌
の
演
奏
で
町
ゆ
か
り
の
鳥
居
忱
作
詞
の
歌
を
聴
き
、
次

に
会
場
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

羽
生
田
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
全
校
演
奏
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
午
後
の
部
で
は
、
演
歌
歌
手
の
「
小
沢
あ
き
こ
」
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
客
席
の
隅
ず
み
ま
で
回
っ
て
美
し
い

歌
声
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
「
北

口
幹
二
彦
」
さ
ん
に
よ
る
、
も

の
ま
ね
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◎壬生町内で働きませんか。
　人材を募集しております。未経験者OK

広報を見たとお気軽に連絡ください。☎0285（23）9806　担当　荒川

《お任せください》
皆様の暮らしを守ります

TEL:028ー612ー5667

木の花塗装
塗装のプロにお任せ！ご相談・お見積り無料！

塗装専門店
（㈱木の花ホームの塗装専門店）

〒321－0158　宇都宮市西川田本町１丁目６
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栃木県公衆衛生大会表彰受賞

壬生町敬老のつどいを開催しました

「栃木県民福祉のつどい」開催

壬生町の最高年齢

100歳以上　

  （令和元年10月１日現在）

…105歳

……………14人
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月27日（金）、壬生町保健福祉センターにて、壬

生町交通安全協会女性部（高山祐子部会長）が

高齢者交通安全のつどいを開催しました。栃木警察署

より柿本正男交通総務課長にお越しいただき、交通講

話を講演していただきました。このつどいは、多発す

る高齢者の交通事故を未然に防ごうと注意を呼びかけ

る目的で行われたもので、多くの高齢者の方の参加を

いただきました。

きたみおさむ

高齢者交通安全のつどい

秋の交通安全運動を実施

9

9 月21日（土）に壬生町役場にて秋の交通安全運

動の出発式が開催されました。壬生・ふるさ

と夢大使サトウヒロコさんが栃木警察署一日警察署

長として委嘱され、「交通安全宣言」をしていただ

きました。

　本運動は９月21日から30日までの10日間にわた

り行われ、「子どもと高齢者の安全な通行の確保」

「高齢運転者の交通事故防止」「夕暮れ時と夜間の

歩行中・自転車乗用中の交通事故防止」「全ての座

席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用

の徹底」「飲酒運転の根絶」「子どもや高齢者に優し

い3S運動の推進」「夜間走行中の原則ハイビームの

徹底」を重点項目として街頭広報や啓発活動を行い、

交通ルールの遵守と正しい交通マナーを促しました。

かきもとまさ お

見修氏が令和元年10月１日付けで法務大臣か

ら人権擁護委員に委嘱されました。

　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関する悩

みごとなどの相談に応じるほか、街頭啓発活動や小・

中学生を対象とした人権講話・ビデオフォーラムな

どを通して、人権の大切さについての理解を深めて

もらうなど、人権意識の高揚にも務めています。

人権擁護委員に北見 修氏が委嘱
きた み おさむ

北たかやままさ こ
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『
壬
生
町
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
里
を
作
る
会
』

に
新
潟
か
ら
視
察
へ

８
月
19
日（
月
）新
潟
県
南
蒲
原
郡
田
上

町
の
『
あ
じ
さ
い
塾
』
９
名
が
、
壬

生
町
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
里
を
作
る
会
（
大
島

菊
夫
会
長
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
『
あ
じ
さ

い
塾
』
は
、
自
然
豊
か
な
田
上
町
の
特
性
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
行
し
、
特
に
、

護
摩
堂
山
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
増
や
し
た
く

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

当
日
は
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
里
を
作
る
会

か
ら
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
実
情
を
説
明
し
た

り
、
吾
妻
昆
虫
の
森
に
て
飼
育
施
設
の
見
学

を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
に

つ
い
て
、
熱
心
な
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

生
町
農
業
委
員
会
（
梁

島
源
智
会
長
）
で
は
、

９
月
に
壬
生
町
内
で
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
町
内
の
農
地
が
耕
作
放
棄

地
や
荒
廃
農
地
と
な
っ
て
い
な

い
か
ど
う
か
、
現
場
と
地
図
を

確
認
し
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
く
も
の
で
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は

壬
生
地
区
、
稲
葉
地
区
、
南
犬

飼
地
区
ご
と
に
分
か
れ
、
地
区

内
の
農
地
の
見
回
り
、
農
地
の

状
況
の
確
認
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

壬生町農業委員会が農地
パトロールを実施しました

壬

安全と安心を提供する まごころサービス
鈴木自動車販売グループ

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

お
お
し
ま

や
な

し
ま
も
と
の
り

き
く 

お

ときめきネットワーク
ＨＵＧ体験

生町にある福祉事業所間の職員連携を深め、資

質向上や仲間づくりをしていくことを目指す【と

きめきネットワーク】で９月26日（木）にHUG体験をお

こないました。HUGとは避難所（H）運営（U）ゲーム（G）

の略で、避難所運営をみんなで考える、静岡県発祥の

ゲームです。年齢・国籍・病気などが書かれた様々な

避難者のカードを、避難所を想定した体育館や教室の

平面図にどう設置していくかグループで考えます。

　当日は、元那須町水害ボランティアセンター事務局

長の増田茂氏に、体験談もお話しいただきました。

　健康福祉課職員も参加し、総勢70名が真剣な表情と

和やかな雰囲気で行われ、有意義な勉強会となりました。

壬

◎健康福祉課介護保険係　☎（81）1876、1877



子

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
至
福
の
時
間

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
よ
こ
で
は
、

毎
月
２
回
、
お
お
む
ね
２
ヶ
月
か

ら
９
ヶ
月
児
を
対
象
に
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
優

し
く
触
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
生
き
る
力
を

得
て
愛
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
安
ら
ぎ
ま
す
。

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
約

30
分
間
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
赤
ち
ゃ
ん

の
名
前
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
進
め
て
い
ま
す
。
マ
マ
と
見
つ
め
合

っ
て
、
心
穏
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、

親
子
の
絆
が
深
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
参
加
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

子どもの料理コンクールにて栃木地区選考で最優秀賞受賞

※子どもの料理コンクールは毎年５月～７月頃に、

小学生を対象にした事業です。

安

茨城国体ビーチバレー少年女子
上野亜弥さん（壬生高校１年）が出場

第
74
回
国
民
体
育
大
会
「
い
き
い
き
茨
城

ゆ
め
国
体
」
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
競
技
が

９
月
13
日
（
金
）
大
洗
町
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
特
設

会
場
に
て
開
催
さ
れ
、
少
年
女
子
の
部
に
上
野

亜
弥
さ
ん
（
壬
生
高
校
１
年
）
が
出
場
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
、
奈
良
・
山
口
代
表
に
惜
し
く
も

敗
れ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
の
出
場
は
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

左から上野さん（壬生高校）とペアを組んだ

　　　宇賀神さん（青藍泰斗高校）

塚小学校４年小山田慎一くん、同校２年小山田悠生くんが

７月22日（月）に行われた「子どもの料理コンクール」の一

次審査で最優秀賞を受賞し、９月７日（土）に行われた二次審査に

参加し、料理の腕を振るいました。コンクールのテーマは「家族

で楽しむヘルシー夕ご飯～

野菜たっぷり減塩メニュー

～」となっており、お二人

の料理は夏らしく、また壬

生町の特産であるトマトを

スープに使用したそうめん

や、子供でも作りやすい和

え物が盛り込まれ、野菜た

っぷりのレシピでした。

10

9
ボランティア活動で地域に貢献を

月17日（火）、栃木県理容生
活衛生同業組合の青年部50

名（古澤方有希組織部長）が、地
域貢献を目的に、壬生総合公園・
みらい館を拠点とし、献血と清掃
ボランティア活動を行いました。
　清掃は、８：30～16：00にわ
たり行い、合計30kgのごみを回
収することができました。献血も、
赤十字献血センターに献血バスの
出張をしていただき、合計60名分の協力がありました。

お やま だ  しんいち お やま だ  はる き
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月20日（火）に稲葉小学校、羽生田小学校、藤井小学校の学童保育

および放課後子ども教室を対象とした壬生町スポーツ交流大会が

町総合運動場体育館にて盛大に開催されました。

　イベントには３校から51名の児童が集まり、ボルダリング、カロー

リング、スラックラインの３種目を行いました。普段の学童活動とは

違い、他校の児童や学童の支援員の方々に囲まれ、最初は緊張してい

た児童たちも競技が始まると、笑顔で楽しみ、はしゃいでいる姿が見

られました。

　参加した児童からは、「他校の人とたくさん話せて楽しかったので

またやりたい」という声を多くいただきました。

８

井
小
学
校
で
は
、
様
々
な
行
事
で
栃
木
県
立
壬

生
高
等
学
校
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
小

学
校
と
高
等
学
校
が
連
携
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
、

県
内
で
も
珍
し
い
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夏

休
み
に
は
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て
壬
生
高
等
学

校
の
生
徒
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
５
日
間
、
藤

井
小
学
校
で
児
童
た
ち
に
宿
題
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
高
校
生
の
中
に
は
、
藤
井
小
学
校
の
卒
業
生
も

参
加
し
て
く
れ
て
、
小
・
高
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
高
校
生
の
お

姉
さ
ん
た
ち
に
自
分
の
未
来
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

藤
井
小
学
校
に
は
、
壬
生
小
学
校
区
か
ら
の
通
学

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
学
校
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
き
め
細
や
か
な
指
導
の
学
校
を
一
度
見
学

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小・高連携の藤井小学校第９回壬生町民ゴルフ大会結果
藤

スポーツ交流大会が盛大に開催されました！

◎問合せ　藤井小学校……………　☎（82）0102
　　　　　学校教育課学校教育係　☎（81）1870

古澤　章司

日向野　博史

新藤　勝己

優　勝

準優勝

３　位

［成　績］

グロス ネット

70

87

80

67.6

67.8

68.0

総合の部

古澤　章司優　勝

男子グロスの部

中田　ハツ優　勝

女子グロスの部

板橋　康雄優　勝

シニアグロスの部（60才以上）
総合グロスの部

スコア

70

スコア

84

スコア

72

高橋　正義優　勝

グランドシニアグロスの部
（70才以上）

スコア

73

左から
高橋正義さん、中田ハツさん、古澤章司さん、板橋康雄さん、相田喜久夫さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（町ゴルフ連盟会長）

９月20日（金）　栃木ヶ丘ゴルフ倶楽部　34名参加



　

９
月
24
日
（
火
）
、
町
長
室
に
お
い
て
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
東
店
（
代

表
取
締
役　

福
冨
文
夫
）
と
町
の
間
で
「
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
協
力
に

関
す
る
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
町
が
平
成
24
年
度
よ
り
開

始
し
て
い
る
「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
の
一
環
で
、
社
会
で
孤
立
し
が
ち

な
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
事
業
で
す
。
日

常
生
活
に
関
わ
り
の
あ
る
高
齢
者
に
つ
い
て
、

普
段
と
違
う
異
変
等
に
気
付
い
た
時
に
は
、

速
や
か
に
町
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
を
し
て
も
ら
い
、
高
齢
者
の
方
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

12

『
壬
生
愛
宕
塚
古
墳
の
石
室
は
?
』

　

―
未
発
見
の
横
穴
式
石
室
―

壬
生
古
墳
群
の
謎
32

地
域
に
眠
る
文
化
財
シ
リ
ー
ズ

問
合
せ
／
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

☎（
82
）
８
５
４
４

　

今
回
は
平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度
に

か
け
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
「
壬
生

愛
宕
塚
古
墳
」
の
石
室
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
当
時
の
権
力
者
は
、「
壬
生
車

塚
古
墳
」
の
よ
う
に
巨
大
な
石
で
造
ら

れ
た
石
室
に
埋
葬
さ
れ
ま
す
。
「
壬
生

愛
宕
塚
古
墳
」
の
調
査
の
目
的
の
中
に

は
、
埴
輪
列
の
確
認
と
と
も
に
、
石
室

の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
発
掘
調
査
は
墳

丘
の
後
円
部
や
前
方
部
に
試
掘
溝
を
掘

り
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
墳
丘
の
二
段
目
の
斜
面

を
覆
う
「
葺
石
」
の
施
設
や
「
家
」「
翳
」

（
権
威
を
あ
ら
わ
す
道
具
）「
大
刀
」
な

ど
を
表
現
し
た
埴
輪
群
が
墳
頂
部
か
ら

落
ち
て
き
た
状
態
で
出
土
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
「
家
形
埴
輪
」
の
壁
が
前
方

部
側
か
ら
出
土
し
た
た
め
、
き
っ
と
石

室
は
前
方
部
の
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
と

推
測
し
て
い
ま
し
た
が
、
調
査
の
途
中

「
翳
形
埴
輪
」
が
後
円
部
側
か
ら
出
土

し
た
た
め
、
後
円
部
に
存
在
す
る
可
能

性
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
部
の
大
型
古
墳
に
お
い
て

は
、
「
し
も
つ
け
型
古
墳
」
と
呼
ば
れ

る
独
特
の
古
墳
の
造
り
方
を
し
て
い
る

集
団
の
た
め
、
前
方
後
円
墳
で
は
前
方

部
に
石
室
を
造
る
こ
と
が
通
例
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

調
査
の
途
中
か
ら
前
方
部
か
ら
後
円
部

に
か
か
る
墳
丘
第
一
段
平
坦
面
に
試
掘

溝
を
設
け
、
石
室
の
入
口
を
発
見
す
る

調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
発
見
に
い
た

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
墳
丘
の
部
分
が

大
き
く
崩
れ
て
い
る
個
所
が
無
い
た
め
、

盗
掘
な
ど
を
受
け
て
い
る
可
能
性
は
低

い
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
、
場
所
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
死
者
を
埋
葬
し
た
石
室

に
は
現
在
の
壬
生
地
域
を
最
初
に
治
め

た
人
物
に
ふ
さ
わ
し
い
、
金
・
銀
で
飾

ら
れ
た
馬
具
や
刀
や
弓
な
ど
の
武
具
や

亡
き
死
者
の
弔
い
に
使
わ
れ
た
多
く
の

土
器
が
眠
っ
て
い
る
と
推
測
し
ま
す
。富士山古墳出土「さしば形埴輪」

　９月１日（日）に城址公園ホールにて、み
ぶ吹奏楽団第４回定期演奏会が開催され、
約600人の来場者がありました。
　今年は壬生町のチアリーディングチーム
「トレジャーズ」の出演もあり大変盛り上
がった演奏会となりました。
　なお、みぶ吹奏楽団は団員を募集してい
ます。高校生以上であればいつでも歓迎で
す。
◎問合せ
　みぶ吹奏楽団URL
　http://mibusuisogakudan.web.fc2.com/

さ
し
ば

ふ
き
い
し

た　

ち

さ
し
ば
が
た
は
に
わ

高齢者見守りネットワーク事業協定調印式

みぶ吹奏楽団 第４回定期演奏会が開催されました



壬生町へ
ようこそ！

壬生町の　　　　　　　　　人や職場紹介！きらりと光る

壬力が
第６回

株式会社トミーテック 

宇都宮市出身

入社２年目

生産統括室商品設計課

さくら市出身　

入社４年目

管理部生産管理課

　藤　峻 さん 小林　悠佑さん 

お
も
ち
ゃ
博
物
館
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
T
O
M
I
X

展
を
小
学
生
の
頃
観
に
行
き
、
鉄
道
模
型
に
初
め
て
触
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
、
鉄
道
模
型
の
魅
力
・
世
界
観
に
圧
巻

さ
れ
、
他
の
人
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
、
伝
え
た
い
と
考
え

ま
し
た
。

主
に
N
ゲ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
鉄
道
車
両
を
1
/
1
5
0
の

大
き
さ
に
し
た
模
型
の
設
計
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
用

い
て
3
D
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
す
。

3
D
の
デ
ー
タ
が
実
際
に
モ
ノ
と
し
て
上
が
っ
て
き

た
時
。
ま
た
、
商
品
と
し
て
発
売
さ
れ
て
評
判
が
良

い
時
で
す
。

正
確
な
模
型
の
設
計
、
商
品
づ
く
り
は
非
常
に
苦
労

し
て
い
ま
す
。

高
額
な
商
品
な
の
で
ユ
ー
ザ
ー
の
み
な
さ
ん
が
そ
の

価
値
に
見
合
っ
て
い
る
と
思
え
る
よ
う
な
設
計
と
、

実
物
あ
り
き
の
商
品
な
の
で
「
似
て
い
る
!

」
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

鉄
道
が
好
き
で
な
い
人
に
も
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
商
品
を
つ
く
り
、
M
A
D
E　

I
N　

お
も
ち
ゃ

の
ま
ち
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

元
々
物
づ
く
り
が
好
き
で
、
プ
ラ
モ
デ
ル
な
ど
の
ホ
ビ
ー

分
野
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
で
は
農
学
部
で
し
た

が
、
興
味
の
あ
る
こ
と
を
仕
事
に
し
て
み
た
い
と
考
え
、

こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

生
産
品
の
進
捗
表
の
管
理
や
製
品
の
原
価
管
理
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
な
ど
で
す
。

私
の
作
っ
て
い
る
資
料
が
、
実
際
に
様
々
な
部
署
で
日

程
確
認
や
調
整
の
参
考
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。

マ
ク
ロ
を
組
む
際
に
欲
し
い
デ
ー
タ
が
紙
媒
体
や

P
D
F
フ
ァ
イ
ル
で
し
か
存
在
し
て
い
な
い
時
、
そ
こ

か
ら
デ
ー
タ
を
抜
き
出
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
相
手
の
立
場
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

資
料
作
成
の
際
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要
望
が
き
ま
す
が
、

実
際
に
反
映
で
き
る
か
、
デ
ー
タ
の
優
先
順
位
等
、
判

断
し
な
が
ら
作
成
す
る
の
が
大
変
で
す
。

ま
ず
は
自
分
の
や
っ
て
い
る
業
務
の
効
率
化
、
シ
ス
テ

ム
化
を
進
め
、
ゆ
く
ゆ
く
は
他
の
部
署
の
作
業
効
率
も

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。　

①②①②

③④⑤⑥③④⑤⑥
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株式会社トミーテック
■所在地　〒321－0202
　　　　　壬生町おもちゃのまち3－3－20 
■主な事業内容　玩具商品等の企画、製造および販売 
■WEB　https://www.tomytec.co.jp/index.html

■
小
林
さ
ん
に
つ
い
て

趣
味　

ゲ
ー
ム
、
映
画
鑑
賞
、
ツ
ー
リ
ン
グ　

バ
イ
ク
で
壬
生
町
の
た
ん
ぼ
道
や
農
道
を
走
る
の
が
好
き

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
、「
狩
猟
」

■　

藤
さ
ん
に
つ
い
て

趣
味　

読
書
、
ピ
ア
ノ
、
映
画
等

実
際
の
鉄
道
に
乗
る
の
も
好
き
。

壬
生
町
で
好
き
な
場
所
は
「
お
も
ち
ゃ
博
物
館
」

MADE IN おもちゃのまちを世界に発信！

さい  とう           しゅんこ   ばやし           ゆう  すけ

①
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由
は
？

②
仕
事
の
内
容
は
？

③
仕
事
を
し
て
い
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は
？

④
仕
事
を
し
て
い
て
、
苦
労
し
た
と
こ
ろ
は
？

⑤
仕
事
を
す
る
際
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
。

⑥
こ
れ
か
ら
の
目
標
！

質問事項



１日出店者募集１日出店者募集

しののめ花まつりしののめ花まつり

出店日時1

申込方法8

出店における留意事項7

出店料6

販売品目５

出店内容4

出店するための条件3

出店場所2

○令和２年３月28日（土）、29日（日）、４月４日（土）、

　５日（日）のうち１日間又は２日間

　販売時間は午前10時から午後５時まで　�        

※出店希望者が多数の場合は1日のみの出店に限ら

　せていただきます。

壬生町観光協会（壬生町役場　商工観光課内）  ☎（81）1844　FAX（82）1107
メールアドレス　keizai@town.mibu.tochigi.jp◎問合せ

○テントエリア
　しののめ花まつり会場内で主催者が指定した場所・
　１日２～３店舗まで�        
※出店テント（組立式簡易テント奥行5.4ｍ×間口
　3.6ｍ程度）及び長テーブル（W1800×D450）４台・
　パイプイス４脚は、主催者側で用意します。�        

○キッチンカーエリア
　しののめ花まつり会場内で主催者が指定した場所・
　１日２台まで�

①必須条件
＊町税及び町に対する公共料金を滞納していない方。

②かつ以下のいずれかの条件を満たしている方
＊本町に引き続き５年以上住所を有する方、法人に
　あってはその代表者。
＊本町で３年以上営業されている方。
＊本町の商工会員の方。
＊その他、出店審査会が認めた町内の個人又は団体等。
＊キッチンカーに関しては、町内販売の実績があれば
　出店できる。
＊町内業者が優先となります。

以下のいずれかに該当するもの�         

①町で生産された原材料を使用しているもの

②町で生産又は加工が行われているもの

③販売元が町内のもの

④その他、出店審査会が認めたもの

※販売品目については調整させていただく場合があ

　ります。

１テント：１日間　5,000円 

キッチンカー：１日間　3,000円

「しののめ花まつり会場出店許可申請書」に添付

書類を添えて、壬生町観光協会（壬生町役場商工

観光課）に提出願います。

※書類は下記にて配布、または町公式ウェブサイ

　トよりダウンロードください。

　提出期限は令和元年12月16日（月）午後５時まで

　に申請書必着とさせていただきます。

※出店については「壬生町しののめ花まつり出店

　許可審査会」において、出店の可否を決定いた

　します。内容等によっては出店できない場合も

　ございますので、予めご了承願います。

農産物、商品、製品の展示販売及び飲食物の簡易調

理販売

※出店に関する機材類はご持参願います。冷蔵庫な

　どの電気機器を使用する場合は、出店される方が

　発電機も併せてご用意ください。給排水設備は使

　用できません。

①指定された場所を他人に転貸することや、目的以外

　に使用することはできません。

②指定された場所以外では営業できません。

③販売品目は適正な価格で販売し、全ての商品に販売

　価格を表示してください。

④お客様とのトラブルには誠意をもって対応願います。

⑤出店で発生したゴミは全てお持ち帰りください。

　（生ごみ・煮汁など）
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～土地の標準価格を公表～

　９月20日付けで、令和元年地価調査結果が公表さ
れましたので、壬生町の内容についてお知らせします。
　地価調査は、国土利用計画法施行令に基づき、栃
木県知事が７月１日を基準日として調査したものです。
　この価格が民間の土地取引の目安となり、公共事
業の用地取得の基準になります。

※関係図書の閲覧は、町総務部総合政策課でおこなっています。
　また、栃木県内の内容は、次のホームページでご覧いただけます。
・栃木県ホームページ http://www.pref.tochigi.lg.jp/ より
　トップページの「テーマから探す」「くらし・環境」「土地」→「地価」→「地価調査結果」

第１種中高層住居専用地域

○ 表町１９２８番２〔表町１１－４６〕  

第１種低層住居専用地域

○ 大字壬生丁字六美１１７番２４ 

○ 緑町１丁目１０２２番２４〔緑町１－４－11〕

第１種住居地域

○ 中央町３２７番３〔中央町２－１５〕 

近隣商業地域

○ 中央町１３４３番７〔中央町７－１８〕 

市街化調整区域

○ 大字羽生田字前川原２３４６番４外 

○ 大字下稲葉字釜ヶ渕６４番１外 

３０，６００円（変動率：－１．０％）

３４，８００円（変動率：－１．４％）

４２，８００円（変動率：―２．３％）

３７，２００円（変動率：－２．３％）

４５，４００円（変動率：－１．３％）

１３，４００円（変動率：－１．５％）

１２，７００円（変動率：    ０．０％）

令和元年 地価調査
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　今年も令和２年３月28日（土）から４月５日（日）まで『しののめ花まつり』が開催されます。開催期
間中、多くの方が訪れるしののめ花まつりのステージに出演しませんか？「日頃の練習の成果を発表し
たい」「自分たちのグループ活動を知ってもらいたい」など発表の場を求めている団体やグループを募
集しています。よさこいやフラダンス・日舞などの踊り、合唱、吹奏楽やバンド演奏等皆様の発表をお
待ちしております。
　なお、イベントスケジュール等の都合により、ご希望の出演日・出演時間に添えない場合やお断りさ
せていただく場合もございますので、ご了承ください。

令和２年３月28日（土）～４月５日（日） のうち１回

50分以内（準備・後片付けを含めて）

※平日（３月30日～４月３日）の出演時間は、１日または半日単

　位でも可能な場合がありますので、ご相談ください。

令和元年12月16日（月）　午後５時まで

下記までお申込みください。

壬生町観光協会(町商工観光課内)

☎（81）1844　FAX（82）1107

メール　keizai@town.mibu.tochigi.jp

出 演 日

出演時間

募集締切

申込方法

申込及び
問合せ先

※楽器等ステージ発表に必要なものはご自身で用意願います。マイクは設置します。

※出演料・謝礼等の支払いはありませんので、ご了承願います。

※音楽著作権の使用料が発生した場合は、各出演団体にて対応をお願いします。

　● 価格判定基準日　７月１日
　● 調査地点の名称　基準地
　● 調査地点数　　　町内７地点
　● 公表日　　　　　令和元年９月20日（県公報）
　● 基準地の価格　　１平方メートル当たりの価格

令和元年 地価調査令和元年 地価調査



特定健診・がん検診のお申し込みはお済みでしょうか？特定健診・がん検診のお申し込みはお済みでしょうか？
今年度から特定健診（国保）は無料で受けることができるようになりましたので、この機会にぜひお受けください。

【申込み方法】

　健康福祉課健康増進係に電話・FAX・インターネット（町の公式ウェブサイトからアクセスできます。）

にてお申込みください。また、同世帯のご家族分も一緒にお申込みください。

　お申込み受付期間は健診日の２週間前までとなります。

　健診内容・対象者・負担金一覧、個別健診については、広報みぶ９月号をご確認ください。

特定健診・がん検診のお申し込みはお済みでしょうか？特定健診・がん検診のお申し込みはお済みでしょうか？
健診のお申し込みはお済みでしょうか？まだお済みでない方はぜひお申し込みください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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健康福祉課健康増進係　　☎（81）1885　FAX（81）1121◎問 合 せ

令和元年度　集団健診日程表

令和元年度は医療法人北斗会 宇都宮東病院が集団健診を実施します。

年　月　日 曜 会　　場
男性が受診できる日 女性が受診できる日

特定・後期高齢者・胃・肺・大腸・子宮・乳・
前立腺・肝炎・骨密度

○

○

○

○

木

月

11月21日

12月２日

保健福祉センター

南犬飼地区公民館分館

◎問合せ：住民課住民係　☎（81）1824

　令和元年11月５日から、本人からの申し出により住民票、個人番号カード等への旧氏
の記載が可能となりました。
☆詳しくは総務省ホームページまで

　住民票、マイナンバーカード等への旧氏の併記について
　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/daityo/kyuuji.html

～～～～～～～～～
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　国民年金は、日本国内に住む20歳～60歳の方が加入する公的な社会保障制度で、老後や傷病・
死亡の際の生活の経済的支えとなります。

加入者は職業等によって３つの種別に分かれ、それぞれ加入手続き先が異なります。

種　　別

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

加入資格

下記以外の方

会社員・公務員等

会社員・公務員等の被扶養配偶者

役場年金係又は出張所

勤務先

配偶者の勤務先

届 出 先

　会社を退職した方（厚生・共済年金被保険者資格を喪失）や、第２号被保険者でなくなった方に扶養されている配偶

者は、国民年金の加入手続が必要です。

　平成31年４月1日から開始された制度で、国民年金第１号被保険者が出産する場合（死産・流産・早産を含む）に、

保険料の納付が全額免除されます。

●対 象 者　第1号被保険者で出産日が平成31年２月1日以降の方

　　　　　　妊娠85日以上（13週目～）死産・流産・早産・人工中絶した場合

●持 ち 物　年金手帳・印鑑・母子健康手帳・本人確認できるもの

●届 出 日　出産予定日の６か月前から可能で、時効はありません。

●対象期間　〈出産（予定）月の前月から４か月間〉

　　　　　　多胎妊娠は〈出産（予定）月の３か月前から６か月間〉

11月は です年年 金金月月 間間
11月30日は年金の日この機会に年金加入状況の確認を！この機会に年金加入状況の確認を！

　国民年金には、保険料の納付が困難な場合に保険料を免除・納付猶予する制度があります。免除期間に承認されると

年金の受給資格期間として算入されるほか、保険料を納付できる期間が10年間に延長されます。（３年度目以降は加算

額がつきます。)

　老後の生活や万一の病気・ケガの際に困らないためにも、保険料を未納のまま放置せず、免除・納付猶予制度をご利

用ください。

　自営業・学生等の方は国民年金の第１号被保険者となり、日本年金機構から送付される納付書で保険料を納めます。

①現金納付　→金融機関(ゆうちょ銀行を含む)及び、コンビニエンスストアで納付

　　　　日本年金機構から送付される納付書で納めます。２年分・１年分・半年分等まとめて前納すると保険料が割引

　　　になります。

②口座振替による納付　→指定金融機関から翌月末振替

　　　　金融機関からの口座振替により納め忘れを防止できます。現金納付より割引率のよい２年分・１年分・半年分

　　　前納のほか、早割納付（当月末振替：50円割引）も選択できます。

③その他の納付方法

　　　　クレジットカード納付や、ペイジー番号によるパソコン・スマートフォン・ＡＴＭを利用した電子納付があり

　　　ます。（詳しくは、日本年金機構ホームページ参照）

　　　　保険料の納め忘れが続くと老後に受給する年金額が少なくなることや、障害年金や遺族年金を受給できない場

　　　合がありますので、保険料は納期内に忘れずに納めましょう。（納期限は翌月末です。２年を経過すると時効に

　　　より納める事ができなくなります。）

【付加保険料】

　　　　付加保険料（月額400円）を納付しますと、老齢基礎年金を受給する際に付加年金が加算されます。

付加年金受給額（年額）　200円×付加保険料納付月数

◎付加保険料の納付を希望される方（第１号被保険者・任意加入者）は、届出が必要となります。

　（国民年金基金に加入中の方は、付加保険料を納付できません。）

◎納付期限（対象月の翌月末）を経過しても２年間は付加保険料を納付することができます。

（月額１６，４１０円：令和元年度）

年金の加入・喪失手続を忘れずに！

国民年金保険料の納付方法は…？

保険料の納付が困難なときは、免除申請を！

国民年金第1号被保険者の産前産後期間保険料免除

年金の加入・喪失手続を忘れずに！

国民年金保険料の納付方法は…？

保険料の納付が困難なときは、免除申請を！

国民年金第1号被保険者の産前産後期間保険料免除



制 　 　 度

対　象　者

期　　　間

審 査 対 象
( ※ ２ )

内　　容

保険料免除制度

右記以外の方

７月～翌年６月

被保険者・配偶者・世帯主
の前年所得

保険料の全額か、
一部（1/4・半額・3/4）が
免除されます（※３）

納付猶予制度

50歳未満の方

被保険者・配偶者
の前年所得

保険料が納付猶予
となります（※４）

７月～翌年６月

学生納付特例制度

学　生（※１）

４月～翌年３月

被保険者の前年所得

［必要添付書類］
学生証コピー又は在学証明書

保険料が納付猶予
となります（※４）

※１：定時制、１年間就学制、その他の非対象学校を除く。

※２：審査対象の中に退職(失業)された方がいる場合、その方の所得を審査対象から除外することができます。

　　　(必要添付書類：雇用保険受給資格者証・雇用保険被保険者離職票のコピー)

※３：一部免除承認の場合、指定された保険料を納付しないと免除該当となりません。

※４：年金の受給資格期間に算入されますが、老齢年金の受給額には反映されません。

問合せ
◆ねんきんダイヤル
●栃木年金事務所　お客様相談室
●住民課国保年金係

☎０５７０（０５）１１６５
☎０２８２（２２）４１３４
☎０２８２（８１）１８２７

……………………………
……………

……………………………

　　国民年金は、老後や傷病・死亡の際の生活を３つの基礎年金（老齢・障害・遺族）でサポートします。支給を受け

　るためには、一定の納付要件が必要です。

【老齢基礎年金】年金受給資格期間が10年以上になりました

　　国民年金保険料を20歳～60歳まで納付し、65歳から生涯受給する年金です。受給資格には、最低10年の保険料を

　納めた期間か免除期間等が必要です。

　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　780,100円（令和元年度：40年間納付した場合）

【障害基礎年金】

　　国民年金加入中（又は、老齢基礎年金を受けていない60歳～65歳で国内在住中）や、20歳前の病気やケガで一定

　の障がいの状態になってしまった場合、受給できる年金です。生計を維持されている子がいる場合には、子の数に応

　じて加算があります。
　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　１級の障害の場合　　　　　975,125円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２級の障害の場合　　　　　780,100円 
【遺族基礎年金】

　　国民年金の加入中の方や老齢基礎年金の受給資格を満たした方が亡くなった場合、その方に生計を維持されていた子

　のいる配偶者、または子が受給する年金です。子がいることが必要で、子の数に応じた額の遺族基礎年金が受給できます。

　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　配偶者と子（１人）の場合　1,004,600円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子（１人）の場合　　　　　　780,100円

　※子とは、18歳未満であるか、または障害のある２０歳未満の子をいいます。

～～～～～～～～

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』の送付
　平成31年1月1日～令和元年9月30日までの間に納付した国民年金保険料については、11月上旬に、10月1日～12月31
日までの間に納付した国民年金保険料については、来年2月上旬に『社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』が日
本年金機構から送付されます。　

　平成31年1月1日～令和元年12月31日に納付した国民年金保険料（過年度分を含む）全額が社会保険料控
除対象となります。

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において社会保険料控除の対象となりますので、控除を受けるには納付
したことを証明する書類の添付が義務付けられています。年末調整や確定申告の際には、必ずこの証明書（または領収
証書）を添付してください。ご家族の国民年金保険料を納付した場合も、申告者の社会保険料控除に加えることができ
ますので、ご家族宛てに送られた控除証明書も忘れずに申告しましょう。

控除証明書に関するお問合せは専用ダイヤルにお願いいたします。
　　●専用ダイヤル　0570（003）004　（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　 　※一般の固定電話の場合、市内通話料金でご利用いただけます。
　　●ＩＰ・ＰＨＳ電話　03（6630）2525（通常の通話料金がかかります）
＜受付期間＞　令和元年11月１日（金）～令和２年３月14日（土）
＜受付時間＞　月曜日～金曜日　　午前８：30～午後７：00
　　　　　　　第２土曜日　　　　午前９：00～午後５：00
　　　　　　　※土日祝日、12月29日～１月３日はご利用いただけません。
公的年金の源泉徴収票の紛失・再交付に関するお問合わせは下記までお願いいたします。
　　◎問合せ先　　ねんきんダイヤル　☎0570（05）1165
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児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。

児童虐待かもと持ったら
すぐにお電話ください。

・・・・

※この試算は、通常加入で保険料月額２万円で加入し、

　65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が

　0.35％となった場合の試算です。受取総額は65歳での

　農業者年金加入者の平均余命を考慮し、男性86.5歳、

　女性92歳まで生存した場合の金額です。

※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。

　制度発足以降の16年間（平成29年度まで）の運用利回

　りの平均は、年率2.89％です。

※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、

　令和元年度は0.35%となっています。

【農業者年金の特徴】

①農業に従事されている方は誰でも加入できます。

　　原則60歳未満の国民年金第１号被保険者であって年間

　60日以上農業に従事している方なら誰でも加入できます。

　配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入できます。

②少子高齢化時代でも安心できる財政方式です。

　　財政方式は積立方式の確定拠出型で、保険料を支払

　っている方の数や年金を受給している方の数が変化し

　てもその影響を受けない制度です。年金資産は安全性

　を重視して運用しています。

③保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。

　　自分が必要とする年金の額の目標に向けて、保険料を

　自由に決められ（月額２万～６万７千円の間で千円単位）、

　経営の状況や老後設計に応じていつでも見直せます。

④税制面で大きな優遇措置があります。

　　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象と

　なり、所得税・住民税が節税になります。（支払った

　保険料の15％～30％程度が節税）

　例：課税対象所得が195万円超330万円以下の方

　　　税率20.2％　保険料月額２万円（年24万円）の場合、

　　　４万８千円の節税になります。

⑤終身年金です。80歳までにお亡くなりになった場合、

　死亡一時金があります。

⑥認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の

　国庫補助があります。

　　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族

　経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の条件

　を満たす方には保険料の国庫補助（月額最高1万円、

　通算すると最大で216万円）があり、その国庫補助分

　も含めて将来年金が受給できます。

◎問合せ

　町農業委員会事務局　　　　☎（81）1875

　独立行政法人　農業者年金基金　☎03（3502）3199

20歳
30歳
40歳
50歳

40年
30年
20年
10年

77万円
51万円
30万円
13万円

65万円
43万円
25万円
11万円

1,645万円
1,092万円
646万円
288万円

1,742万円
1,156万円
684万円
305万円

加入年齢 納付期間
男性 女性 男性 女性

年金額（年額）
農業者年金に加入すれば～農業者年金の支給額の試算～　（金額：万円未満四捨五入）

平均余命までの受給総額

　豊かな老後生活のためには、国民年金だけでは十
分とは言えず、老後の生活費は自分で準備する必要
があります。サラリーマンは、厚生年金や共済年金
で国民年金（基礎年金）への上乗せがあります（厚
生年金のモデルケースでは月額22万1千円の年金額）
が、農業者の皆様も、メリットがたくさんある農業
者年金に加入して安心で豊かな老後を迎えましょう。

農業者年金でしっかり積み立て、
がっちりサポート

安心で豊かな老後を
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催
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｢人権相談｣

　家庭生活や社会生活を営むうえで、自分の力では

解決できない人権問題がございましたらお気軽にご

相談ください。相談員は人権擁護委員です。

｢行政相談｣

　医療保険、年金、道路など、行政についての苦情、

要望等がございましたら、お気軽に定期相談をご利

用ください。相談は定期的に開設しているほか、自

宅でも随時受付しております。本町の行政相談員は

次の方々です。

　相田喜久夫氏　☎（82）0603

　粂川　元一氏　☎（86）3869

○定期相談日　11月21日（木）　稲葉地区公民館

　　　　　　　午後１時30分～４時

　　　　　　　12月19日（木）　南犬飼地区公民館

　　　　　　　午後１時30分～４時

※お待たせしないため、事前予約をお勧めします。

◎問合せ　人権相談…生活環境課くらし安心係

　　　　　　　☎（81）1826

　　　　　行政相談…総合政策課情報広報係

　　　　　　　☎（81）1814　

　また、宇都宮地方法務局栃木支局において、毎週

月・水曜日（祝休日を除く）午前９時30分～午後４時、

人権擁護委員による常設相談が開設されています。

☎0570（003）110

○日　時　11月14日（木）　午前10時～正午

　　　　　12月12日（木）　午前10時～正午

○会　場　町保健福祉センター

○対　象　町内在住　各回５名（先着順）

　なお、同一の内容の相談は一回限りです。　

◎申込・問合せ

　11月11日（月）　午前８時半～ 電話申込受付

　12月９日（月）　午前８時半～ 電話申込受付

　（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

※国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』も　

　ご利用ください。050（3383）5395

○日　時　12月１日（日）

　　　　　午前10時～午後３時

○場　所　栃木県司法書士会館（宇都宮市幸町1-4）

○その他　相談料　無料（要予約）

◎問合せ　栃木県司法書士会　☎028（614）1122

　国連が世界人権宣言を採択した12月10日（火）は「人

権デー」です。これを受け、12月4日（水）～10日（火）

までを「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高

揚に努めていくため、壬生町人権擁護委員協議会で

は、人権週間にあわせ特設相談を実施します。

○日　時　12月６日（金）　午後１時30分～４時

○会　場　壬生町役場　ひばり館A会議室

◎問合せ　生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

あい  だ     き    く     お

くめかわ         もといち

相

談

相

談

毎月第３木曜日開催定期相談

人権相談・行政相談心配ごと特別相談（弁護士相談）
～相談無料～

税理士＆司法書士による

相続・贈与の無料相談会

第71回　人権週間・特設人権相談所の開設

相談無料・秘密厳守
どんなことでも気軽にご相談ください。

21

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

「
し
ら
さ
ぎ
祭
」
の
ご
案
内



県
南
市
場
ま
つ
り
（
感
謝
市
）

の
開
催

お し ら せ

　

栃
木
県
南
地
方
卸
売
市
場
は
、

今
年
で
開
設
25
周
年
を
迎
え
ま
す

が
、
日
頃
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に

感
謝
し
「
県
南
市
場
ま
つ
り
（
感

謝
市
）
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
「
環
境
展
」
も

併
せ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
日
時 

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
１
時
ま
で

○
会
場�

栃
木
県
南
地
方
卸
売
市

場 

小
山
市
大
字
下
河
原
田
９
５

４
番
地
（
国
道
50
号
線
沿
い
）

○
催
物

・
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関

連
商
品
の
展
示
販
売

・
野
菜
・
果
物
・
切
花
・
鉢
物
の

模
擬
せ
り

・
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

・
か
に
汁
・
な
か
お
ち
丼
・
焼
き

そ
ば
・
う
ど
ん
・
そ
ば
等
の
各
種

売
店

・
ク
イ
ズ
・
ゲ
ー
ム
等

・
果
物
・
ポ
ン
菓
子
無
料
配
布

・
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
で
の
処
理
品
（
有
機
肥
料
）
の

無
料
配
布　

等

◎
問
合
せ 

栃
木
県
南
地
方
卸
売

市
場
☎
０
２
８
５
（
38
）
３
３
３
０

Ｕ
Ｒ
Ｌ

○
日
時　

11
月
30
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

○
場
所　

生
涯
学
習
館　

調
理
室

○
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

○
持
参
品　

ふ
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
（
頭
お
お
い
）
、
空
容
器

○
定
員　

20
名
（
電
話
申
込
） 

◎
申
込
み
・
問
合
せ　

木
村　

☎（
86
）２
０
８
３

　

心
臓
発
作
や
心
肺
停
止
、
及
び

脳
卒
中
か
ら
あ
な
た
と
あ
な
た
の

大
切
な
人
を
救
う
た
め
に
心
臓
や

血
管
の
病
気
の
こ
と
、
そ
の
最
新

治
療
の
こ
と
、
今
回
は
そ
れ
ら
の

こ
と
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

・
「
心
不
全
に
つ
い
て
」

　

春
山　

亜
希
子　

先
生

・
「
最
新
手
術
の
治
療
」

　

金
谷　

智
明　

先
生

・
「
再
生
医
療
の
最
新
治
療
」　

　

佐
久
間　

理
吏　

先
生

・
「
血
管
に
良
い
食
べ
物
」　
　

　

阿
部　

七
郎　

先
生

・
心
肺
蘇
生
法
実
技
練
習
＋
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

菊　

知
研　

先
生

○
日
時　

12
月
15
日
（
日
）　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
00
分

○
場
所�

獨
協
医
科
大
学　

30
周

年
記
念
館　

関
湊
記
念
ホ
ー
ル

◎
問
合
せ　

獨
協
医
科
大
学

心
臓
・
血
管
内
科
/
循
環
器
内
科 

☎（
86
）
１
１
１
１

　
○
講
師　

公
立
大
学
法
人　

奈
良

県
立
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
講
座

学
内
講
師　

岡
本　

左
和
子　

氏

○
日
時 

12
月
10
日
（
火
）　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

○
場
所�

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー　

第
１
会
議
室

※
詳
細
は
県
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ�

栃
木
県
医
療

政
策
課

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
０
８
５

　
○
対
象

・
各
学
科
に
関
連
す
る
事
業
所
等

に
就
職
し
て
い
る
方
で
、
雇
用
保

険
又
は
建
設
業
の
一
人
親
方
等
の

労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
、

大
歓
迎
！
（
加
入
予
定
者
も
含

む
。
）

・
再
就
職
の
準
備
中
の
方
も
入
校

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
そ
の
他
の
入
校
希
望
者
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。

○
予
定
人
員
及
び
訓
練
期
間

○
募
集
期
間 

令
和
２
年
３
月
14

日
（
土
）
ま
で　

受
付
は
、
火
曜

日
〜
土
曜
日
（
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
ま
で
）

○
特
色�

と
ち
ぎ
マ
イ
ス
タ
ー
、

宮
の
も
の
づ
く
り
達
人
な
ど
、
多

彩
な
講
師
陣
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
国
家
試
験

の
２
級
技
能
検
定
（
建
築
設
計
科

は
非
該
当
）
を
受
検
す
る
際
、
学

科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
申
込
み 

宇
都
宮
共
同
高
等
産

業
技
術
学
校
に
直
接
持
参
す
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入

学
願
書
や
入
学
案
内
は
学
校
に
あ

り
ま
す
。
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、

必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　

宇
都
宮
共
同
高
等
産

業
技
術
学
校　

☎
０
２
８（
６
２
２
）

１
２
７
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
新
規
会
員
の
説
明
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
関
心
を
お
持

ち
の
方
は
、
説
明
会
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○
入
会
資
格

・
壬
生
町
に
お
住
ま
い
の
、
原
則

60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
、
働
く
意
欲
と
能
力
の

あ
る
方
（
特
別
な
資
格
な
ど
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解

し
、
賛
同
す
る
方

○
日
時　

12
月
２
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

○
場
所　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
研
修
室

（
大
字
壬
生
甲
３
８
４
４-

２
）

○
説
明
会
内
容　

入
会
資
格
説
明
・

シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
説
明
、
入

会
申
込
書
の
記
入
方
法
・
質
疑
（
約

１
時
間
程
度
）

◎
問
合
せ　

（
公
社
）
壬
生
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
（
82
）
４

６
８
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
82
）
４
６
８
７

http://business4.plala.or.
jp/usangiko/

h
ttp

:/
/

w
w

w
.k

en
n

an
ich

ib
a.o

r

g
/

医
療
安
全
講
習
会

　

上
手
な
病
院
の
か
か
り
方

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術

学
校
（
職
業
訓
練
校
）

令
和
２
年
度
訓
練
生
募
集

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

「
壬
生
町
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
Ｐ

ａ
ｒ
ｔ
２
〜
学
ぶ
、
笑
う
、
歩
く
〜
」

第
５
回
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
料
理

（
今
ど
き
の
お
ふ
く
ろ
の
味
）

・
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど

募

集

募

集

22

第
５
回　

日
本
循
環
器
学
会

関
東
甲
信
越
支
部
市
民
公
開
講
座

　

早
く
病
院
に
行
こ
う
！

木造建築科

建築設計科

広告美術科

３年

２年

２年

２年

募集人員学　科 期間

１０人

１０人

１０人

２０人
フラワー
装飾科

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
新
規
会

員
の
入
会
説
明
会
開
催
に
つ
い
て



お し ら せ

○募集人数　１名（２名体制のうち１名を募集）

○職務内容　・滞納に係る町税等の徴収（公用車で納

　　　　　　　税者宅訪問徴収）

　　　　　　・口座振替による納付の勧奨

　　　　　　・その他の町税等の徴収業務

○応募資格　普通自動車免許をお持ちの方

　　　　　　令和元年12月２日から勤務可能な方

○勤 務 地　壬生町役場税務課

○勤務時間　午前９時から午後４時まで

○採用期間　令和元年12月２日（月）

　　　　　　～令和２年３月31日（火）

○報 酬 等　報酬月額　９０，０００円

　　　　　　なお、上記報酬月額の他に報償金として

　　　　　　徴収金額により支給する額、徴収件数に

　　　　　　より支給する額等が加算されます。

　　　　　　支給月額（報酬＋報償金）のおよその額

　　　　　　は、13～14万円（所得税・社会保険料等

　　　　　　控除後）ほどです。

　　　　　　通勤手当及び賞与はなし。　

○選考方法　書類審査、面接

○募集期間　11月５日（火）～11月20日（水）

○面 接 日　募集期間終了日を含む週の翌週

　　　　　　面接実施通知を送付します。

○申込方法　市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、

　　　　　　下記へお申込みください。

　　　　　　直接持参又は郵送（郵送の場合は期限内

　　　　　　必着）

◎申込・問合せ　〒321-0292　壬生町通町12番22号

　　　　　　　　税務課収税係　☎（81）1815

　町税務課では、住民税申告等の実施にあたり、補助

作業を行う臨時職員を募集いたします。

○職種及び募集人数　一般職　２名

○業務内容　事務補助

　　　　　　・パソコンによるデータ入力及び資料整理

　　　　　　・申告会場での受付案内等

○雇用期間　令和２年１月15日（水）

　　　　　　～令和２年３月31日（火）

○勤務時間　月～金　午前８時30分～午後５時15分

　　　　　　※申告期間中は土曜日出勤あり（令和２

　　　　　　　年２月22日（土）・令和２年３月７日（土））

　　　　　　※残業（時間外勤務あり）月10時間程度

　　　　　　　（土曜日出勤含む）

○賃　　金　時給860円

　　　　　　社会保険・雇用保険・通勤手当あり

○応募方法　履歴書（写真添付）と運転免許証（写し）

　　　　　　を税務課まで持参又は郵送してください。

　　　　　　応募期間は11月29日（金）午後５時までと

　　　　　　します。（11月29日の消印有効）

○選考方法　書類審査及び面接※面接日は日程調整後、

　　　　　　ご連絡いたします。（12月中旬予定）

◎申込・問合せ　〒321-0292 壬生町通町12番22号

　　　　　　　　税務課町民税係　☎（81）1817

壬生町臨時職員募集のお知らせ

壬生町税等徴収嘱託員を

募集します 　商工観光課では、職員の育児休業取得に伴いま

して、明るく元気に観光業務の補助を行う臨時職

員を募集いたします。

　

○職種及び募集人数　　一般職　１名

○業務内容　事務補助

　　　　　　・観光、イベント関係の事務補助

　　　　　　・イベントの準備、開催等の補助

　　　　　　・ポスター、チラシの送付など

○雇用期間　令和２年１月22日（水）～令和２年３

　　　　　　月31日（火）

　　　　　　※更新有り

○勤務時間　月曜日～金曜日

　　　　　　午前８時30分～午後５時15分　　　

○賃　　金　時給860円　社会保険・雇用保険・

　　　　　　通勤手当あり

○応募方法　履歴書（写真添付）と運転免許証（写し）

　　　　　　を壬生町商工観光課観光交流係まで

　　　　　　持参又は郵送してください。応募期

　　　　　　間は11月29日（金）午後５時までとし

　　　　　　ます。（11月29日の消印有効）

○選考方法　書類審査及び面接

　　　　　　※面接日は日程調整後、ご連絡いた

　　　　　　　します。（12月中旬予定）

○申込・問合せ　〒321-0292　壬生町通町12番22号

　　　　　　商工観光課観光交流係　☎(81)1844

壬生町臨時職員募集のお知らせ

○
日
時�

11
月
８
日
（
金
）　

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
（
受
付
時
間　

午
後

１
時
〜
３
時
30
分
）

○
場
所　

サ
ン
プ
ラ
ザ　

栃
木
市
片
柳
町
２-

２-

２

☎
（
23
）
５
７
１
１

○
参
加
予
定
企
業�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
栃
木
管
内
（
栃
木
市
・

壬
生
町
）
の
企
業
25
社

○
参
加
対
象
者�

令
和
２
年
３
月
新

規
大
学
等
卒
業
予
定
者
及
び
概
ね
40

歳
未
満
の
若
年
者

○
主
催�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
栃
木
・

栃
木
市
・
壬
生
町
（
共
催:

栃
木

商
工
会
議
所
・
栃
木
地
区
雇
用
協

会
）

◎
問
合
せ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
栃
木

（
栃
木
公
共
職
業
安
定
所
）

☎
（
22
）
４
１
３
５
（
職
業
相
談
部

門
）

23

「
栃
木
市
・
壬
生
町
若
年
者

合
同
就
職
面
接
会
」
開
催
の

お
知
ら
せ

壬生町臨時職員募集のお知らせ

壬生町税等徴収嘱託員を

募集します
壬生町臨時職員募集のお知らせ

壬生町臨時職員募集のお知らせ

壬生町税等徴収嘱託員を

募集します
壬生町臨時職員募集のお知らせ



○
定
例
会
予
定　

12
月
３
日
（
火
）

か
ら

○
会
期
日
程
等　

詳
細
に
つ
い
て

は
、
11
月
28
日
頃
ま
で
に
町
の
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
12
月
議
会
の

開
会
前
に
、
フ
ル
ー
ト
奏
者　

栗

田
智
水
さ
ん
に
よ
る
議
場
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
議
会
の
傍

聴
と
併
せ
て
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

○
日
時　

12
月
３
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
（
20
分
程
度
）

◎
問
合
せ　

町
議
会
事
務
局

☎
（
81
）
１
８
６
６

　

栃
木
県
で
は
、
統
計
を
通
し
て

本
県
の
姿
を
広
く
県
民
の
方
々
に

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
県
勢
に
対

す
る
認
識
を
た
か
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
官
公
庁
一
覧
や
市
町
便
覧

な
ど
資
料
を
豊
富
に
掲
載
し
た
「
県

民
手
帳
」
を
毎
年
発
行
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
２
年
版
は
、
11
月
上
旬
よ

り
町
内
の
書
店
及
び
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
で
販
売
と
な
り
ま

す
。
（
一
部
取
扱
い
の
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
）
町
で
の
購
入
予

約
は
行
い
ま
せ
ん
。

◇
い
ず
み
書
房
（
大
師
町
）

◇
宮
脇
書
店
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
店

（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
一
丁
目
）

◇
イ
オ
ン
み
ぶ
店
（
壬
生
丁
）

◇
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
（
各
店
舗
）

◇
ロ
ー
ソ
ン
（
各
店
舗
）

◎
問
合
せ　

栃
木
県
統
計
協
会　

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
２
５
２

○
家
賃
の
金
額
は
、
最
新
の
所
得

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

○
入
居
の
際
に
は
、
家
賃
２
ヶ
月

分
の
保
証
金
と
連
帯
保
証
人
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
連
帯
保
証
人
は

壬
生
町
に
居
住
し
て
い
る
方
ま
た

は
県
内
に
居
住
し
て
い
る
親
族
の

方
で
１
名
で
す
。

○
申
込
方
法　

11
月
５
日
以
降
に

建
設
課
住
宅
係
で
入
居
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
（
土
日
を
除
く
）
。

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
居

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
下

記
の
受
付
期
間
中
に
建
設
課
住
宅

係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　

11
月
５
日
（
火
）
〜

15
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
土
日
祝
を
除
く
）

　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。
抽
選
会
は
11
月
18
日

（
月
）
午
前
10
時
か
ら
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

○
入
居
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
配
布
す
る
入
居
申
込
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
入
居
日
は
12
月
２
日
以
降
に
な

り
ま
す
（
事
務
手
続
き
の
都
合
に

よ
り
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
）
。

◎
問
合
せ　

建
設
課
住
宅
係

☎
（
81
）
１
８
４
９

　

町
で
は
、
令
和
元
年
度
に
壬
生

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
生
す
る

資
源
物
に
つ
い
て
、
入
札
に
よ
る

売
却
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
入

札
に
参
加
す
る
に
は
、
事
前
に
入

札
参
加
資
格
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
登
録
で
き
る
方
は
、
法
人

に
あ
っ
て
は
壬
生
町
、
栃
木
市
、

下
野
市
の
い
ず
れ
か
の
市
町
内
に

本
店
、
支
店
又
は
営
業
所
を
有
し
、

個
人
に
あ
っ
て
は
壬
生
町
で
事
業

を
営
ん
で
い
る
こ
と
等
の
登
録
資

格
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
又
は
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
82-

３
４
２
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
売
却
す
る
資
源
物

　

可
燃
系
資
源
物
（
新
聞
紙
、
雑

誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
布

類
）
及
び
、
不
燃
系
資
源
物
（
ア

ル
ミ
缶
プ
レ
ス
、
鉄
缶
プ
レ
ス
、

鉄
ク
ズ
（
雑
品
）
）

■
入
札
参
加
資
格
登
録
申
込
方
法

等
　

申
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
「
令

和
元
年
度
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

資
源
物
買
取
事
業
者
入
札
参
加
資

格
登
録
者
募
集
要
項
」
を
熟
読
し
、

ご
承
知
の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間　

令
和
２
年
３
月
31

日
ま
で

○
提
出
書
類　

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
様
式
等
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
そ

ち
ら
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
提
出
方
法　

壬
生
町
清
掃
セ
ン

タ
ー
ま
で
持
参

※
右
記
提
出
書
類
は
、
町
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
お
使
い
い
た
だ
く
か
、
壬
生

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
を
し

て
い
ま
す
。

※
な
お
、
こ
の
入
札
は
四
半
期
毎

（
年
４
回
）
に
執
行
す
る
予
定
で
す

が
、
入
札
を
執
行
す
る
日
の
前
月

末
ま
で
に
登
録
申
込
書
等
を
提
出

し
、
受
理
さ
れ
た
方
が
入
札
に
参

加
で
き
る
有
資
格
者
と
な
り
ま
す
。

■
第
４
四
半
期
の
入
札
予
定
に
つ

い
て

○
日
時　

11
月
28
日
（
木
）
午
前

10
時
〜

○
場
所　

清
掃
セ
ン
タ
ー　

２
階

会
議
室

◎
問
合
せ　

清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
（
82
）
３
４
２
４

　

壬
生
町
で
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
や

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
廃
棄
す
る
際

に
は
「
中
身
を
完
全
に
出
し
切

り
」
、「
缶
に
穴
を
開
け
て
か
ら
」、

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
」
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

お し ら せ

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
版
県
民
手
帳
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

住　宅 棟 階数 間取り家賃（円）

１号棟 11,700～
17,500円

３階
3K

 (47.1㎡)

３号棟 15,600～
23,300円

３階

3Ｋ
（54.9㎡）壬生駅まで

徒歩約２分

下台団地
（壬生町駅
東町4－24）

国谷駅まで
徒歩約７分

ひばりヶ丘団地
（壬生町大字
壬生丁281）

備　考

駐車場は１世帯に１
台です。
給湯器・浴槽・風呂
釜はありません。

家賃はあくまで予定
です。家賃算定の結
果この範囲外になる
可能性もあります。
家賃のほか共益費が
かかります。

４号棟
18,000～
26,800円

２階
３階

3Ｋ
（62.0㎡）

１号棟

15,800～
23,500円

２階
3Ｋ

（54.9㎡）２号棟

15,400～
22,900円

３階
3Ｋ

（54.9㎡）

２号棟 12,700～
19,000円

４階
3K

 (49.9㎡)

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

令
和
元
年
度
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ

ー
資
源
物
買
取
事
業
者
入
札
参
加

資
格
登
録
者
募
集
に
つ
い
て

24

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
の
安
全
な
廃
棄
に
つ
い
て



野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

や
め
ま
し
ょ
う

お し ら せ

土
砂
等
の
埋
立
て
に
は

許
可
が
必
要
で
す

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

　

中
身
が
残
っ
た
状
態
で
出
さ
れ

た
り
、
分
別
せ
ず
に
燃
え
る
ご
み

と
一
緒
に
出
さ
れ
た
り
し
ま
す
と
、

収
集
車
両
や
処
理
施
設
に
お
い
て

爆
発
や
火
災
の
原
因
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
大
変
に
危
険
で
す
の
で
、

絶
対
に
お
や
め
く
だ
さ
い
。

　

缶
に
穴
を
開
け
る
際
に
缶
の
中

身
が
残
っ
て
い
ま
す
と
、
引
火
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
缶
の

中
身
は
必
ず
出
し
切
っ
て
か
ら
穴

を
開
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
中
身
を
出
す
作
業
は
屋

内
で
行
う
と
大
変
に
危
険
で
す
。

必
ず
火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
良

い
屋
外
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
市
販
の
穴
開
け
器
の
例
で
す
。

他
に
も
色
々
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。

◎
問
合
せ　

町
清
掃
セ
ン
タ
ー　

☎
（
82
）
３
４
２
４

　

11
月
は
、
平
成
30
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
の
第

二
期
分
の
納
期
と
な
り
ま
す
。

　

納
期
限
は
12
月
２
日
（
月
）
で
す

の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
二
期
分
の
納
付
書
は

第
一
期
分
と
併
せ
て
発
送
済
み
で

す
。
紛
失
等
あ
り
ま
し
た
ら
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ 

栃
木
県
栃
木
県
税
事

務
所　

個
人
事
業
税
担
当

☎
（
23
）
３
４
１
４

　　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
事
業
所

か
ら
出
る
ご
み
は
、
そ
の
種
類
に

か
か
わ
ら
ず
、
野
外
で
の
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、

大
気
汚
染
の
一
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
異
臭
や
煙
で
ご
近
所
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、

火
災
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
を
処
分
す

る
場
合
は
、
一
般
家
庭
に
つ
い
て

は
、
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
に
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

許
可
業
者
に
処
理
を
委
託
し
て
く

だ
さ
い
。
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
風

俗
習
慣
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
や
、

農
業
を
営
む
う
え
で
や
む
を
得
な

い
軽
微
な
焼
却
（
※
）
な
ど
を
除

き
、
野
外
焼
却
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
類
の
焼
却
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

◎
問
合
せ

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

☎
（
81
）
１
８
３
４

　

土
砂
等
の
埋
立
て
、
盛
土
を
行

う
場
合
、
ま
た
、
他
の
場
所
へ
の

搬
出
を
行
う
目
的
で
土
砂
等
の
た

い
積
を
行
う
場
合
は
、
土
砂
等
に

汚
染
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
許
可
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
許
可
が
必
要
と
な
る
場
合
は

　

事
業
者
が
、
土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
、
盛
土
を
行
う
面
積

が
５
０
０
㎡
以
上
３

，

０
０
０
㎡

未
満
の
場
合
、
ま
た
、
他
の
場
所

へ
の
搬
出
を
目
的
と
し
て
土
砂
等

の
た
い
積
を
行
う
場
合
は
、
町
へ

の
許
可
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
土
砂
等
と
は
、
土
砂
及
び
こ
れ

に
混
入
し
、
ま
た
は
付
着
し
た
も

の
を
言
い
ま
す
。

・
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
た
汚

泥
は
、
土
砂
等
に
は
分
類
さ
れ
ま

せ
ん
。

・
製
品
の
製
造
ま
た
は
加
工
の
た

め
の
原
材
料
の
た
い
積
は
除
外
さ

れ
ま
す
。

・
埋
立
て
、
盛
土
を
行
う
面
積
が

３
，

０
０
０
㎡
以
上
は
県
の
条
例

の
適
用
を
受
け
ま
す
の
で
、
小
山

環
境
管
理
事
務
所
（
☎
０
２
８
５

（
22
）
４
３
０
９
）
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

○
他
法
令
の
許
可
等
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
土
砂
を
搬
入
す
る
と
き
は
届
出

が
必
要
で
す
。

　

事
業
者
が
、
許
可
後
、
土
砂
等

を
搬
入
す
る
と
き
は
、
土
砂
の
採

取
場
所
ご
と
、
か
つ
５

，

０
０
０

㎥
ご
と
に
、
「
土
砂
等
発
生
元
証

明
書
」
及
び
「
地
質
分
析
結
果
証

明
書
（
計
量
証
明
書
）
」
を
添
付

し
て
「
土
砂
等
搬
入
届
」
を
町
に

提
出
し
、
搬
入
す
る
土
砂
等
が
汚

染
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
完
了
し
た
と
き
は
届
出
と
検
査

が
必
要
で
す
。

　

事
業
者
は
、
土
砂
等
の
搬
入
終

了
後
、
町
に
「
完
了
届
」
を
提
出

し
、
水
質
検
査
及
び
地
質
検
査
を

実
施
し
て
、
土
壌
汚
染
が
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
合
せ　

生
活
環
境
課
環
境
保

全
係　

☎
（
81
）
１
８
３
４

　

町
で
は
、
道
路
を
良
好
な
状
態

に
保
つ
よ
う
に
維
持
管
理
し
、
交

通
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
も

し
道
路
の
穴
ぼ
こ
等
の
異
常
に
お

気
づ
き
の
際
に
は
、
建
設
課
ま
で

情
報
提
供
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
提
供
を
お
願
い
す
る
情
報

・
道
路
上
に
大
き
な
穴
ぼ
こ
、
段

差
が
あ
る

・
道
路
側
溝
の
ふ
た
が
破
損
し
て

い
る

・
そ
の
他
、
道
路
上
で
危
険
と
思

わ
れ
る
箇
所
が
あ
る

○
連
絡
す
る
と
き
の
必
要
事
項

・
発
見
の
場
所
（
住
所
や
付
近
で

目
印
と
な
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
な
ど
）

・
穴
ぼ
こ
等
の
程
度
（
だ
い
た
い

の
大
き
さ
な
ど
）

◎
問
合
せ　

建
設
課
管
理
係

☎
（
81
）
１
８
５
０

―
改
正
発
効
は

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
―

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
栃
木
県

の
区
域
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
一
般
労
働
者
は
も

ち
ろ
ん
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

穴
ぼ
こ
等
の
情
報
提
供
の

お
願
い

25

確
認
し
ま
し
ょ
う
！
最
低
賃
金

栃
木
県
最
低
賃
金
が

　
　

時
間
額
８
５
３
円
に
！



　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
、
特
定

最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
各
種
商
品
小
売
業
は
、
10
月
１

日
以
降
、
最
低
賃
金
額
以
上
を
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
栃
木

県
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金
が
栃

木
県
最
低
賃
金
を
上
回
る
金
額
で
改

正
さ
れ
た
と
き
は
、
栃
木
県
各
種
商

品
小
売
業
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を

支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、
栃
木
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室　

☎
０
２
８
（
６

３
４
）
９
１
０
９　

又
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち

主
、
元
大
工
さ
ん
な
ど
が
技
と
心

で
研
ぎ
ま
す
。

12
月
10
日
（
火
）　

役
場
本
庁
舎
車

庫
北
西
側

12
月
17
日
（
火
） 

南
犬
飼
出
張
所 

入
口
東
自
転
車
置
場

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
料
金　

菜
切
り
包
丁
３
０
０
円
・

出
刃
４
０
０
円
、
剪
定
ハ
サ
ミ
４
５

０
円
、
刈
込
ハ
サ
ミ
、
ナ
タ
５
０

０
円

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、

割
り
増
し
１
０
０
円
〜
２
０
０
円

◎
問
合
せ　

（
公
社
）
壬
生
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
（
82
）
４
６
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
82
）
４
６
８
７

○
義
援
金
名
称
「
令
和
元
年
台
風

第
15
号
千
葉
県
災
害
義
援
金
」

○
受
付
期
間　

12
月
30
日
（
月
）
ま

で○
銀
行
振
込
に
よ
る
受
付

■
足
利
銀
行
・
栃
木
銀
行

１
金
融
機
関
と
口
座
番
号
（
振
込

手
数
料
無
料
の
専
用
「
振
込
依
頼

書
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

・
足
利
銀
行　

県
庁
内
支
店

　

（
普
）
１
７
５
５
９

・
栃
木
銀
行　

本
店

　

（
普
）
１
４
０
３
４
５
３

２
口
座
名
義
（
い
ず
れ
の
金
融
機

関
も
共
通
）

「
日
本
赤
十
字
社
栃
木
県
支
部
」

３
振
込
依
頼
書
に
義
援
金
名
称
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
口
座
番
号
「
０
０
１
０
０
―
８

―
４
５
１
６
４
８
」

２
加
入
者
名
「
日
赤
令
和
元
年
台

風
第
15
号
千
葉
県
災
害
義
援
金
」

○
義
援
金
名
称
「
令
和
元
年
８
月

豪
雨
災
害
義
援
金
」

○
受
付
期
間　

令
和
２
年
２
月
28

日
（
金
）
ま
で

○
銀
行
振
込
に
よ
る
受
付

■
足
利
銀
行
・
栃
木
銀
行

１
金
融
機
関
と
口
座
番
号
（
振
込

手
数
料
無
料
の
専
用
「
振
込
依
頼

書
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

・
足
利
銀
行　

県
庁
内
支
店

　

（
普
）
１
７
５
５
９

・
栃
木
銀
行　

本
店

　

（
普
）
１
４
０
３
４
５
３

２
口
座
名
義
（
い
ず
れ
の
金
融
機

関
も
共
通
）

「
日
本
赤
十
字
社
栃
木
県
支
部
」

３
振
込
依
頼
書
に
義
援
金
名
称
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
口
座
番
号
「
０
０
１
２
０
―
７

―
６
９
６
９
７
５
」

２
加
入
者
名
「
日
赤
令
和
元
年
８

月
豪
雨
災
害
義
援
金
」

○
義
援
金
名
称
「
平
成
30
年
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援
金
」

○
受
付
期
間 

令
和
２
年
３
月
31

日
（
火
）
ま
で

○
銀
行
振
込
に
よ
る
受
付

■
足
利
銀
行
・
栃
木
銀
行

１
金
融
機
関
と
口
座
番
号
（
振
込

手
数
料
無
料
の
専
用
「
振
込
依
頼

書
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

・
足
利
銀
行　

県
庁
内
支
店

　

（
普
）
１
７
５
５
９

・
栃
木
銀
行　

本
店

　

（
普
）
１
４
０
３
４
５
３

２
口
座
名
義
（
い
ず
れ
の
金
融
機

関
も
共
通
）

　

「
日
本
赤
十
字
社
栃
木
県
支
部
」

３
振
込
依
頼
書
に
義
援
金
名
称
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
口
座
番
号
「
０
０
１
３
０
―
１

―
６
７
３
５
９
１
」

２
加
入
者
名
「
日
赤
平
成
３
０
年

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援

金
」

【
共
通
事
項
】

○
受
付
窓
口　

町
社
会
福
祉
協
議

会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

◎
問
合
せ 

日
本
赤
十
字
社
壬
生

町
分
区
（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
☎（
82
）
７
８
９
９

　

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

で
す
。

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

特
例
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

無
料
・
匿
名
で
検
査
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※
希
望
に
よ
り
梅
毒
、
性
器
ク
ラ

ミ
ジ
ア
、
淋
病
の
同
時
受
検
が
可

能
で
す
。

※
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
て
か
ら

12
週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
検
査
結
果
に
よ
っ
て
は
再
度
来

所
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

○
日
時　

12
月
２
日
（
月
） 

午
後

５
時
〜
７
時

○
場
所�

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
2
F
）

小
山
犬
塚
３-

１-

１

※
予
約
不
要

◎
問
合
せ　

栃
木
県
県
南
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
感
染
症
予
防

☎
０
２
８
５
（
22
）
１
２
１
９

26

お し ら せ

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

使
用
者
も
、
労
働
者
も
。　

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

「
令
和
元
年
台
風
第
15
号
千
葉
県

災
害
義
援
金
」
の
受
付
に
つ
い
て

「
令
和
元
年
８
月
豪
雨
災
害

義
援
金
」
の
受
付
に
つ
い
て

「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
災
害
義
援
金
」
の
受

付
期
間
延
長
に
つ
い
て

Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
性
感
染
症
検
査
及

び
性
感
染
症
に
係
る
相
談



お し ら せ

水道工事にご協力ください

水道工事を、下記の箇所で行います。

工事期間中は、ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をお願いいたします。

○工事名

　①配水管布設工事

　②配水管布設工事

　③老朽管更新工事

　④老朽管更新工事

○工事箇所

　①大字七ツ石地内

　②大字七ツ石地内

　③大字助谷地内

　④大字安塚地内

○工事期間

　①令和２年３月中旬まで

　②令和２年３月中旬まで

　③令和２年３月中旬まで

　④令和元年１２月下旬まで

◎問合せ　水道課工務係

　　　　　☎（82）2260

道路工事のお知らせ

道路工事を下記のとおり行います。

工事期間中はご迷惑をおかけしますが、

ご協力をお願いします。

①

工 事 名　舗装修繕工事　認定外路線

工事箇所　大字福和田地内

工事期間　令和元年11月上旬 ～ 令和元年12月下旬頃　

②�

工 事 名　舗装修繕工事　町道2-404号線

工事箇所　大字安塚地内

工事期間　令和元年11月上旬 ～ 令和元年12月下旬頃　

③

工 事 名　舗装修繕工事　町道3-225号線

工事箇所　大字壬生乙地内

工事期間　令和元年12月上旬 ～ 令和2年2月下旬頃

④

工 事 名　社会資本整備総合交付金事業　

　　　　　道路改良工事　町道2-279号線　その2

工事箇所　おもちゃのまち一丁目地内

工事期間　令和元年11月上旬 ～ 令和2年2月下旬頃

※なお、測量や材料の発注等により時間を要する場

　合があります。

◎問合せ　建設課土木係　☎（81）1851

① ②

③ ④

①

②

③

④

① ②

③ ④

①

②

③

④

国道352号線

27



お し ら せ

○
日
時　

令
和
２
年
１
月
12
日

　

（
日
）

　

受
付 

午
前
９
時
〜
９
時
45
分

　

式
典
・
記
念
写
真
撮
影
等 

午

　

前
10
時
〜
正
午

○
会
場　

城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
壬

生
中
央
公
民
館
）
大
ホ
ー
ル

※
ご
来
場
は
送
迎
又
は
乗
り
合
わ

せ
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
対
象
者　

平
成
11
年
４
月
２
日

〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方○
案
内
状　

９
月
下
旬
に
「
案
内

は
が
き
」
を
郵
送
し
ま
し
た
。（
８

月
15
日
現
在
で
町
内
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
）

※
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
方
で
、
本
町
で
の
成
人
式
に
出

席
を
希
望
す
る
場
合
に
は
左
記
の

連
絡
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
出
事
項
〉
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
世
帯
主

名
、
卒
業
し
た
中
学
校
名

◎
問
合
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
教
育
係　

☎
（
81
）
１
８
７
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
82
）
０
９
３
５

メ
ー
ル

第
71
回
壬
生
町
二
十
歳
の
集

い
（
成
人
式
）
の
ご
案
内

gakusyu@
tow

n.m
ibu.tochi

gi.jp

し尿のくみ取りと浄化槽の
清掃料金改定のお知らせ

改定料金

２０４円

５人槽

６人～７人槽

８人～１０人槽

１１人槽以上

１４,９００円

１４,９００円

１４,９００円

１９,８００円

２３,２００円

２６,５００円

合 併 浄 化 槽

型  式
人  槽 全ばっき型 分離ばっき型

単
独
浄
化
槽

１８ℓ当たり２０４円＋４,１７５円

令和元年10月１日からし尿のくみ取り料金と浄化槽の

清掃料金が次のようになります。

浄化槽の清掃料金 （消費税を含む）

し尿のくみ取り料金 （消費税を含む）

但し、清掃時期の遅れ、又は所定以上のスカム量の場合は、相当額の

割増料金が加算されます。

◎問合せ　生活環境課環境保全係　☎（81）1834

　　　　　町クリーンセンター　　☎（82）6739

従 量 制 １８ℓ当たり

　

「
１
に
予
防
、
２
に
健
診
、
し

っ
か
り
治
療
で
糖
尿
病
阻
止
」
平

成
28
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
で

は
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
も
の

（
糖
尿
病
有
病
者
）
、
糖
尿
病
の

可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
も
の
（
糖

尿
病
予
備
軍
）
は
い
ず
れ
も
１

，

０
０
０
千
万
人
と
推
計
さ
れ
ま
し

た
。
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
も

の
の
う
ち
、
現
在
治
療
を
受
け
て

い
る
も
の
の
割
合
は
男
性
78
・
７
％
、

女
性
74
・
1

％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
放
置
し
ま
す
と
、
糖

尿
病
性
網
膜
症
に
よ
る
失
明
、
糖

尿
病
性
腎
症
か
ら
人
工
透
析
、
脳

卒
中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
合
併
症

を
引
き
起
こ
し
、
生
活
の
質
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
適

切
な
食
生
活
や
積
極
的
な
身
体
活

動
等
生
活
習
慣
を
定
期
的
に
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

　　

栃
木
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

統
合
失
調
症
を
持
つ
方
の
家
族
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
統
合
失
調
症

や
福
祉
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
公
開
講
座
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
是
非
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

○
場
所 

栃
木
県
庁
下
都
賀
庁
舎

本
館　

３
階　

中
会
議
室

○
対
象�

栃
木
市
・
壬
生
町
に
居

住
し
て
い
る
方
で
、
主
に
統
合
失

調
症
を
治
療
し
て
い
る
方
の
家
族

○
申
込
方
法　

各
回
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
に
よ
り
申
込
み

○
申
込
先　

栃
木
県
栃
木
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー　

保
健
衛
生
課

◎
問
合
せ　

県
栃
木
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー　

保
健
衛
生
課

☎
（
22
）
４
１
２
１

　

今
年
度
ク
ー
ポ
ン
を
お
送
り
し

た
、
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和

47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方

で
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
受
け

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

ク
ー
ポ
ン
は
５
月
中
旬
ご
ろ
郵

送
で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
転

入
さ
れ
た
方
、
紛
失
さ
れ
た
方
は

再
発
行
致
し
ま
す
の
で
左
記
連
絡

先
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
、
来
年
度
ク
ー
ポ
ン
を
お

送
り
す
る
予
定
の
昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
47
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
性
の
方
で
、
今

年
度
に
検
査
を
受
け
た
い
方
は
ク

ー
ポ
ン
を
発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
健
康
増

進
係　

☎
（
81
）
１
８
８
５

風
し
ん
の
抗
体
検
査
は
お
済

み
で
す
か
?

11
月
は
栃
木
県
糖
尿
病
予
防
・

重
症
化
予
防
強
化
月
間
で
す
！

栃
木
県
栃
木
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

家
族
会
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

11月14日（木）
13：30～15：30

12月18日（水）
13：30～15：30

令和２年
１月29日（水）
13：30～15：30

精神保健福祉手帳の活用

精神障害の理解

ピアサポーターからの報告

栃木市障がい者相談支援センター
・障がい者相談支援員

栃木県精神福祉センター職員

精神障害者ピアサポーター

内　容日　時 講　師

1

2

3

28



お し ら せ

・町の名産品のトマトをはじめとした野菜を多く食べる日の設定

・ウォーキングなどの適度な運動を促進

・バランスの良い食事の促進

・定期的に体重計に乗り確認

・定期的にラジオ体操の実施

・健康づくりリーダーの任命

・みぶまち健康の貯金箱への参加

・健康に関するチラシやおたよりの作成、発行

・その他、独自で行っている健康に関すること

健康づくり項目

壬生町は健康づくりを実施している団体、または、

これから実施しようとしている団体を応援します

29

壬生町の町税等が

健康づくりに取り組みやすい環境を調えるなど、健康づくりに意欲的で、力を入れている事業所・
企業・自治会・お達者サロンなどの団体を応援します。　　
町が定めた「健康づくり項目」のうち５項目以上実施している、またはこれから実施しようとして
いる団体に「健康づくり宣言認定証」を交付します。

壬生町は健康づくりを実施している団体、または、

これから実施しようとしている団体を応援します

みなさんで一丸となって健康づくりに励みましょう！　詳しくは下記にお問い合わせください。

◎問合せ　健康福祉課健康増進係　☎（81）1885

●納付の履歴は「利用明細」にてご確認いただけます。（2019年９月時点）

※ 領収書は発行されません。（軽自動車税については納付期限内の納付に限り、車検用納税証明書が後日発送されます）

●次の納付書はPayPayアプリで納付することができませんのでご注意ください。

　・ 納付期限を過ぎた納付書

　・ コンビニ納付用のバーコード情報が印字されていない納付書や、破損や汚損などでバーコード情報が読み取れない納付書

　・ 納付金額が訂正された納付書

　・ 金額が30万円を超える納付書

お

知

ら

せ

◎問合せ　町税務課収税係　☎（81）1816



　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
の
メ
ン
バ
ー
が
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
お
話
し

相
手
を
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
?

○
日
時　

11
月
12
日
（
火
）

（
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
）

○
参
加
費　

無
料

○
場
所　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
問
合
せ　

壬
生
町
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
き
か
せ
て
」

☎
（
82
）
３
９
０
２　

佐
藤
方

町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
82
）
７
８
９
９

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話

等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定

し
て
お
り
ま
す
。（
内
容
は
そ
の
日

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
）
お
茶

や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
ほ

っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

11
月
26
日
（
火
）

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

○
参
加
費　

１
０
０
円

○
場
所　

し
も
つ
け
荘
内　

地
域

交
流
サ
ロ
ン

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
（
81
）
１
８
７
６
、
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９　
　
　

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所

で
す
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。（
内
容
は
そ
の
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
な
ご
み
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　

11
月
22
日
（
金
）

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

○
参
加
費　

１
０
０
円

○
場
所　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
元

気
」
内　

地
域
交
流
室

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
（
81
）
１
８
７
６
・
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

　

介
護
施
設
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ

れ
ん
ど
東
雲
で
は
、
地
域
住
民
の

方
々
や
誰
も
が
参
加
で
き
る
集
い

の
場
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

（
午
前
10
時
〜
11
時
）

○
参
加
費　

無
料

○
場
所　
　

ふ
れ
ん
ど
東
雲

◎
問
合
せ 

ふ
れ
ん
ど
東
雲

☎
（
25
）
７
０
５
５

　

家
族
を
介
護
す
る
方
が
、
悩
み

や
不
安
を
安
心
し
て
話
を
し
た
り
、

情
報
交
換
を
す
る
場
と
し
て
、
介

護
者
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

介
護
者
の
方
同
士
で
自
分
の
体

験
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
励
ま
し

あ
い
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
介
護
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
せ
ん
か
?

《
活
動
内
容
》

　

介
護
者
サ
ロ
ン
で
は
参
加
者
の

話
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
体
験
を

話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
（
自
分

か
ら
話
を
す
る
の
が
苦
手
な
方
で

も
、
話
を
聞
く
、
情
報
を
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
参
加
で
き
ま
す
。
）

　

ま
た
、
壬
生
町
職
員
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
も
出
席
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
話
く
だ
さ
い
。

※
介
護
者
サ
ロ
ン
で
話
さ
れ
た
内

容
を
他
に
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
日
時　

12
月
13
日
（
金
）

（
午
前
10
時
〜
11
時
45
分
）

○
場
所　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
11

月
29
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
の
い
ず

れ
か
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
（
81
）
１
８
７
６
、
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
82
）
７
８
９
９

　

急
速
に
高
齢
化
が
進
行
す
る
な

か
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
最
後
ま

で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て

行
く
た
め
に
は
、
お
互
い
に　

さ

さ
え
あ
う　

地
域
づ
く
り
が
必
要

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の　

さ
さ
え
あ
う　

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
、
地

域
づ
く
り
勉
強
会
を
企
画
し
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
日
頃
の
生
活
で
感

じ
て
い
る
こ
と
、
ご
近
所
で
気
に

な
る
人
、
今
後
の
不
安
な
ど
を
共

有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時 

12
月
14
日
（
土
）

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

○
場
所 

し
も
つ
け
荘
内　

地
域

交
流
サ
ロ
ン

○
対
象�

壬
生
北
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
圏
域
（
南
犬
飼
中

学
校
区
）
に
お
住
ま
い
の
方
。

※
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
圏
域
（
壬
生
中
学
校
区
）

に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
と
し
た

勉
強
会
は
、
令
和
２
年
３
月
中
下

旬
頃
に
開
催
の
予
定
で
す
。

○
申
込
方
法　

事
前
申
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
会
場
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ 

健
康
福
祉
課
介
護
保

険
係

☎
（
81
）
１
８
７
６
、
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

令
和
元
年
度　

第
５
回
介
護

者
サ
ロ
ン
の
開
催
に
つ
い
て

30

お し ら せ

介

護

介

護

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来
（
ふ

っ
く
）
ら
」
の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

ふ
れ
ん
ど
カ
フ
ェ
の
開
催
に

つ
い
て

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
が
贈
る
サ
ロ
ン

『
こ
ら
っ
せ
』
の
開
催
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
勉
強
会
の
開
催

に
つ
い
て



みぶ
ハイウェーパーク
道の駅みぶ

北関
東自
動車
道

●壬生消防署●壬生消防署

　

壬
生
町
総
合
運
動
場
内
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
、
初
心
者
の

方
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
毎
月
３
回
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
日
を
設
け

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
12
月
、
令

和
２
年
１
月
は
左
記
の
と
お
り
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日
時

・
12
月
10
日
（
火
）　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・
12
月
22
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・
12
月
26
日
（
木
）　

午
後
３
時
〜

７
時

・
１
月
14
日
（
火
）　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・
１
月
19
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

・
１
月
23
日
（
木
） 

午
後
３
時
〜

７
時

○
使
用
料
金

・
使
用
料
金　

一
人
に
つ
き
１
時

間
１
５
０
円
（
ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
１
時
間
１
０
０

円
）

使
用
料
金
の
み
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
申
込
・
問
合
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
（
82
）
２

３
４
５

　

サ
ッ
カ
ー
初
心
者
の
方
や
、
基

礎
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
、
見
直

し
た
い
方
の
た
め
の
、
「
止
め
る
」
、

「
蹴
る
」
、
「
運
ぶ
」
を
中
心
と

し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
で
す
。

　

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

１
月
12
日
（
日
）
・
19
日

（
日
）・
22
日（
日
）・
２
月
２
日（
日
）

の
４
日
間　

各
日
と
も
午
前
９
時
〜
11
時
ま
で

○
会
場　

嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場

○
募
集
人
員　

10
名
（
町
内
在
住
、

小
学
生
）
※
な
お
、
募
集
人
員
が

５
名
に
満
た
な
い
場
合
、
中
止
と

い
た
し
ま
す
。

○
申
込
期
間　

12
月
１
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
25
日
（
水
）
午
後
５
時
ま

で
　

電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
と
な
り
ま
す
。　

○
参
加
料　

１
回
に
付
き
３
０
０

円
程
度
（
傷
害
保
険
等
）
会
場
に

て
徴
収
。

○
用
意
す
る
も
の　

運
動
の
出
来

る
服
装

◎
申
込
・
問
合
せ　

嘉
陽
が
丘
ふ

れ
あ
い
広
場　

☎（
82
）
１
０
１
４

31

お し ら せ

初
め
て
の
方
も
安
心
し
て

利
用
で
き
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
の

募
集
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

第８回壬生町ゆうがおマラソン大会に伴う
交通規制及び総合運動場施設の使用制限について

第８回壬生町ゆうがおマラソン大会に伴う
交通規制及び総合運動場施設の使用制限について

　第８回壬生町ゆうがおマラソン大会の開催に伴い、下記のとおり、交通規制を実施いたします。本大会は、

ゲストランナーにシドニー五輪女子マラソン金メダリストの高橋尚子さんをお迎えして行うため、多くの参

加者及び来場者が見込まれますので、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

　また、大会の開催に伴い、総合運動場の施設に関し下記のとおり使用を制限させて頂きますので、併せて

ご理解とご協力をお願いいたします。

◎問合せ　壬生町ゆうがおマラソン大会実行委員会事務局

　　　　　（町スポーツ振興課）　☎８２-２３４５

　　　　　【町総合運動場体育館内：第一月曜日休館】

○日　　時　１２月１日（日）雨天決行９：００～１２：３０

○交通規制　コース上は原則、車両全面通行止め

　　　　　　県道宇都宮・栃木線については、宇都宮方面片側一車線通行規制
スポーツ振興くじ助成事業

○総合運動場施設の使用制限
　◆１２月１日（日）マラソン大会開催当日
　　総合運動場施設貸出及び受付業務を休止いたします。

　◆１１月２５日（月）から１２月３日（火）
　　総合運動場体育館の使用を休止いたします。

△2kmの部

▲3kmの部

四所神社

壬生消
防署

みぶハイウェーパーク
道の駅みぶ

北関
東自
動車
道

壬生
総合公園
陸上競技場

▲５kmの部

　「今大会につきましては、台風19号の被害に
より、10kmコースの一部が走行できないため、
10kmコースは５kmコースを２周することとい
たしますので、ご了承ください。」

10kmの部は
５kmを２周



○
日
時　

令
和
２
年
１
月
５
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で

○
会
場　

城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
壬

生
中
央
公
民
館
）
中
ホ
ー
ル

○
参
加
資
格　

壬
生
町
在
住
の
小

中
高
校
生
及
び
壬
生
町
に
通
学
の

高
校
生

○
募
集
人
数　

１
０
０
名

○
課
題　

半
切
１
／
３
（
縦
約
45

cm
、
横
約
34
cm
）
又
は
半
切
１
／

４
（
縦
横
約
34
cm
）
の
用
紙
に
課

題
を
書
き
ま
す
。
今
回
は
町
内
小

中
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で

い
る
「
論
語
」
か
ら
、
以
下
の
課

題
を
設
定
し
ま
す

◇
小
学
生

・
１
年
生
、
２
年
生　

「
ま
な
ぶ
」

「
な
ら
う
」

・
３
年
生　

「
父
母
」
「
和
」
「
仁
」

・
４
年
生　

「
新
し
き
」「
楽
し
む
」

「
考
」

・
５
年
生　

「
勇
者
」
「
終
日
」

「
徳
」

・
６
年
生　

「
朋
友
」
「
我
が
師
」

◇
中
学
生
・
高
校
生

「
温
故
知
新
」
「
和
而
不
同
」
「
不

如
学
」
「
三
省
」

※
課
題
終
了
後
に
参
加
者
全
員
で

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま

す
。
「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
応
援
し
よ
う
！！
」
を
テ
ー

マ
に
書
い
て
い
た
だ
く
予
定
な
の

で
、
何
を
書
く
か
考
え
て
き
て
く

だ
さ
い
。

○
参
加
費　

一
人
５
０
０
円
（
※

用
紙
及
び
記
念
品
代
を
含
む
、
当

日
納
入
）

○
申
込
方
法
及
び
締
切　

12
月
20

日
（
金
）
ま
で
に
城
址
公
園
ホ
ー
ル

に
必
要
事
項
（
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
）
を

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の　

参
加
者
は
、

書
初
め
用
下
敷
き
、
大
筆
、
小
筆
、

墨
液
な
ど
書
道
道
具
一
式
と
新
聞

紙
10
枚
ほ
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
書
初
め
用
の
用
紙
及

び
手
本
は
主
催
者
側
が
用
意
し
ま

す
。

○
作
品
提
出　

参
加
者
は
１
点
提

出
し
て
下
さ
い
。

○
作
品
展
示　

令
和
２
年
１
月
５

日
（
日
）
〜
19
日
（
日
）
城
址
公
園
ホ

ー
ル　

ロ
ビ
ー

○
主
催　

壬
生
町
書
初
め
席
書
大

会
実
行
委
員
会

○
共
催　

壬
生
町
教
育
委
員
会　

壬
生
町
文
化
協
会

◎
申
込
・
問
合
せ　

城
址
公
園
ホ

ー
ル　

☎
（
82
）
０
１
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
82
）
０
０
４
２

　

町
で
は
、
出
産
や
育
児
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
両

親
学
級
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
７
日
（
土
）

 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

○
場
所�

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

○
対
象�

妊
娠
中
の
方
と
そ
の
ご

　

家
族

○
内
容

自
己
紹
介

講
義

・
産
前
、
産
後
の
パ
パ
の
役
割
、

生
活
の
変
化
に
つ
い
て

・
お
っ
ぱ
い
の
手
入
れ
の
仕
方

・
利
用
で
き
る
制
度
に
つ
い
て

実
習

・
沐
浴
実
習

 

（
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ
て
お

風
呂
に
入
れ
て
あ
げ
よ
う
！
）

・
パ
パ
の
妊
婦
体
験

○
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
・
父
子
手
帳
（
妊

娠
届
出
時
に
お
渡
し
し
た
も
の
）

○
申
込
方
法 

直
接
窓
口
で
も
、

お
電
話
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
予
約
が
必
要
で
す
。
１
週
間

前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ　

こ
ど
も
未
来

課
母
子
保
健
係　

☎
（
81
）
１
８
８

７
　

子
ど
も
・
若
者
は
、
親
等
の
家

族
に
と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て

も
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
全

て
の
子
ど
も
・
若
者
が
、
自
己
肯

定
感
を
育
み
、
自
己
を
確
立
し
、

社
会
と
の
関
わ
り
を
自
覚
し
、
自

立
し
た
個
人
と
し
て
健
や
か
に
成

長
す
る
と
と
も
に
、
明
る
い
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
定

め
、
期
間
中
に
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
の
た
め
の
事
業
を
集
中
的

に
実
施
し
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
各
種
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
促
し
、
運
動
の
一
層
の

充
実
と
定
着
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

☆
生
涯
学
習
館
会
場

＊
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
♪

○
日
時　

12
月
13
日
（
金
）　

午
前

10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所　

生
涯
学
習
館　

講
堂

○
参
加
費　

無
料

○
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

※
飲
み
物
等
は
各
自
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

☆
南
犬
飼
地
区
公
民
館
会
場

＊
す
く
す
く
広
場

カ
ラ
ー
小
麦
粉
粘
土
で
あ
そ
ぼ
う

○
日
時　

11
月
28
日
（
木
）　

午
前

10
時
〜
〜
11
時
30
分

○
場
所　

南
犬
飼
地
区
公
民
館　

日
本
間

○
参
加
費　

無
料

○
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

※
飲
み
物
等
は
各
自
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

子
育
て
支
援　

ポ
ケ
ッ
ト
カ
フ
ェ

＊
ほ
っ
こ
り
テ
ィ
―
タ
イ
ム
、
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　

11
月
14
日
（
木
）
、
11
月

21
日
（
木
）
、
12
月
５
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

○
場
所　

南
犬
飼
地
区
公
民
館
分

館○
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

○
参
加
費　

50
円

※
申
込
不
要
、
当
日
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　

☎
（
82
）
２
９
８
７
（
高
田
）

☎
（
82
）
０
９
８
３
（
岡
本
）

11
月
は
、
『
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
』
で
す
。
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両
親
学
級
の
お
知
ら
せ

「
ポ
ケ
ッ
ト
」
子
育
て
支
援
講
座

第
９
回 

壬
生
町
新
春
書
初

め
席
書
大
会 こ

ど
も

こ
ど
も



～皆様のあたたかい眼差しが、子どもたちの笑顔を守ります～

児童・生徒が犯罪や交通事故に巻き込まれないよう、自宅周辺や通学路で子どもたちの安全を見守るボラン
ティア活動です。安全と安心を確保するための、“学校と子どもの応援団”と言えるでしょう。

　子どもたちの笑顔は、安全で安心な町や地域から生まれます。小学生および中学生の登下校時における安全と安心を守るた
め、多くの地域の方々が「安全見守りボランティア（スクールガード）」としてご支援くださっています。
　子どもたちの安全・安心な登下校環境を充実させるためには壬生町民の皆様の更なるご支援とご協力が不可欠です。今年度
も、以下のとおり小学校区ごとのスクールガードを募集しておりますので、どうぞご協力を賜りますようお願い申し上げます。

学校区ごとに、子どもたちの登下校を見守ります。自分が「できること」を、「できる時」に、「無理しな
い」で、ご協力ください。
例えば…
・登下校班の子どもたちに寄り添います。
・登下校の時刻にご自宅付近に立ち、子どもたちを見守ります。
・散歩の途中などで、子どもたちへ声かけをします（あいさつ運動）。
・庭先から子どもたちの登下校の様子を見守ります。　　　　　など
“こうしなければならない”というきまりはありませんので、自分なりの取組で行ってください。

ご登録までの流れは以下のとおりです。随時受け付けております。
①壬生町教育委員会事務局生涯学習課にご連絡ください。
②生涯学習課から活動される学校に連絡します。
③学校から連絡がありますので、活動場所や活動内容について打合せをしてください。
④ご協力いただける方には、学校からベストが貸与されます。また、町負担にてボランティア活動保険に加入します。
⑤登録完了です。「できる時に」、「できる範囲で」、活動してください。

スクールガードに協力するには、どのような手続きをすればいいの？Ｑ

スクールガードって、どんなことをすればいいの？Ｑ

スクールガードって、何？Ｑ
A

A

A

◎申込・問合せ　生涯学習課生涯学習係　☎（81）1873

小規模特認校「壬生町立羽生田小学校」の入学児童を募集します。

　藤井小学校では、「全職員が全児童の担任」という気持ちで、一人一人を大切にし、愛情を注いだ教

育を行っています。小さい学校だからこそできるきめ細やかな指導のもと、「生きる力」にあふれた子

どもを育てることを目指しています。

　壬生小学校区は、藤井小学校との通学調整区域となっており、届け出をすることにより、藤井小学校

を選択し児童を通学させることが可能です。くわしくは、町公式ホームページでご確認ください。

○申請の期間　原則として、11月１日（金）から12月27日（金）までです。

○事 前 見 学　就学を希望する場合は、事前に藤井小学校を見学してください。

　　　　　　　見学日時は、直接、藤井小学校にお問合せください。

○就学の申請　就学を希望する児童の保護者は、藤井小学校就学届出書を町教育委員会に提出してくだ

　　　　　　　さい。（町公式ウェブサイトからダウンロードできます。）

◎問　合　せ　壬生町立藤井小学校　　☎（82）0102（事前見学の申込先）

　　　　　　　学校教育課学校教育係　☎（81）1870

　少人数での教育のよさを生かし、魅力ある教育活動を行っている小規模特認校『壬生町立羽生田小学

校』に町内全域から入学することができます。くわしくは、町公式ホームページでご確認ください。

○入 学 資 格　入学資格は、次の全てに該当する場合です。

　　　　　　　①町内に居住する新入生又は、町内小学校の在校生であること。

　　　　　　　②原則として、４月１日に就学できること。

　　　　　　　③原則として、卒業まで在学できること。

　　　　　　　④通常学級の生活や学習に適応できること。

　　　　　　　⑤保護者は、学校の教育活動やＰＴＡ活動に賛同し、かつ協力できること。

○事 前 見 学　就学を希望する場合は、事前に羽生田小学校を見学してください。見学日時は、直接、

　　　　　　　羽生田小学校にお問い合わせください。

○就学の申請　小規模特認校制度による就学を希望する児童の保護者は、小規模特認校就学申請書を町

　　　　　　　教育委員会に提出してください。（町公式ウェブサイトからダウンロードできます。）

○申請の期間　原則として、11月１日（金）から12月27日（金）までです。

◎問　合　せ　壬生町立羽生田小学校　☎（82）1022（事前見学の申込先）

　　　　　　　学校教育課学校教育係　☎（81）1870

藤井小学校に入学しませんか
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お し ら せ

　管理栄養士　大沼スミエ氏を講師による、アン

パンマン巻き寿司とクリスマスメニューの調理実

習です。

○日　時　12月12日（木）

　　　　　午前10 時～正午（受付９：45）

○場　所　町保健福祉センター調理室

○対　象　離乳食完了期～未就学児の保護者の方、

　　　　　壬生町在住者（定員12名）

　　　　　（託児あり先着８名）

○申込方法　子育て支援センターひよこに電話可

○申込期間　11/18（月）～12/９（月）

　　　　　※定員を満たした時点で締切り

○持ち物　三角巾、エプロン、マスク、手拭きタ

　　　　　オル、レジャーシ－ト、ウエットテッ

　　　　　シュ、食事セット

歯と食べ物の関係、乳幼児期の歯磨きについて

　歯科衛生士　安生治子氏からのお話。歯が生え

る前に！まさに今、はみがきに直面している方！

お子さんと一緒に参加してみませんか。

○日　時　11月21日（木）

　　　　　午前10 時～11時（受付９：50）

○場　所　子育て支援センターひよこ

○対　象　０～６歳の保護者及び妊婦の方（定員15名）

○申込方法 子育て支援センターひよこに電話可　

○申込期間　11月20日（水）まで

　　　　　※定員を満たした時点で締切り

○持ち物　こども用歯ブラシ、手鏡、タオル、ウ

　　　　　エットティシュ

「クリスマス料理講習会」

「はじめての児童館」

「歯磨き講習会」

　お子様の成長に必要な栄養がたっぷりな牛乳の

お話を聞いて、バター作り体験を楽しみましょう！

○講　師　県牛乳普及協会　指導員

○日　時　11月19日（火）　午前10 時～正午

　　　　　（受付９：50まで）

○場　所　子育て支援センターつばめ

○対　象　１歳児から未就学児とその保護者（要

　　　　　申込）（牛乳アレルギーのない方）

○申込方法　子育て支援センターつばめへ申込む　

　　　　　電話可

○申込締切　11月15日（金）まで

○持ち物　手拭き・飲み物

食育講座「牛乳大好き！バターを作ろう！」

○内　容　人形劇・手遊び・パネルシアター等

○日　時　12月５日（木）　午前10時30分～11時30

　　　　　分（受付10：20まで）

○場　所　保健福祉センター　大会議室

○対　象　ファミサポ会員・0～6歳の子（80人）

　　　　　と保護者（要申込）

○申込方法　子育て支援センターつばめ・ひよこへ

　　　　　申込む　電話可

　　　　　※定員になり次第締め切り

ファミリーサポートセンター交流会

「クリスマス観劇会」

◎問合せ　子育て支援センターひよこ　☎（82）3309　壬生町壬生甲3843-1保健福祉センター内

◎問合せ　子育て支援センターつばめ　☎（86）0132　壬生町大字安塚1179-1

◎問合せ　　児童館　☎（82）7388

子育て支援センターひよこからのおしらせ

児童館からのおしらせ

子育て支援センターつばめからのおしらせ
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児童館をはじめて利用する親子を応援し

ます。

○日　時　11月13日（水）

　　　　　午前10時30分～11時30分

○内　容　館内の案内・利用の仕方・読

　　　　　み聞かせ・自由遊び

○申　込　前日までに要申込（電話可）

マミータイム
小物づくりをきっかけに子育て・ママ友づ

くりを応援します。

○日　時　11月22日（金）午前10時～正午

　　　　　（クラフト受付　11時30分まで）

○対　象　未就園児親子

○申　込　要申込み（電話可・定員10組）

　 

子育て支援センターひよこからのおしらせ

児童館からのおしらせ

子育て支援センターつばめからのおしらせ



お し ら せ

※なお、天候や行事の都合により上記日程、時間が変更

　になることがありますので、ご了承ください。

※移動図書館「おもちゃのまち」は、現在「おもちゃ団

　地協同組合北側駐車場」で実施しています。ご注意く

　ださい。

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ

○移動図書館（BM ）12月の日程

○移動図書館（BM ）11月の日程 　今年も、とっても楽しいクリスマスのおはなし

会を開催します！

みんなで遊びに来てください。おはなし会の後は、

自由参加の工作会も行います。「くるりんサンタ」

を作っちゃおう！

○日　時　12月21日（土）

　　　　　午後２時～３時15分

○場　所　図書館２階　児童室

○対　象　小学生まで（保護者の参加可）

○申　込　申込みは必要ありません。

　　　　　当日、直接ご来館ください。

◎問合せ　町立図書館　

　　　　　☎（82）8543

『クリスマスおはなし会』『クリスマスおはなし会』『クリスマスおはなし会』

　壬生町立図書館は、11月26日（火）～11月29日（金）

の間、特別整理期間のため休館となります。

　

○11月25日（月）　休館日

○11月26日（火）～11月29日（金）特別整理期間

ご理解とご協力をお願いいたします。

◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

　大好評の「大人の折り紙教室」。今回は、クリ

スマスに飾れる作品を作ります!ご一緒に楽しみ

ましょう。

○日　時　①12月３日（火）

　　　　　②12月５日（木）

　　　　　午前10時～正午

※両日とも同じ作品を作ります

○場　所　図書館２階　会議室

○対　象　一般の方

　　　　　（各回とも先着20名）

○申　込　11月11日（月）から申込み開始。

○参加費　無料

※ご持参いただくものは特にありません

◎問合せ　図書館読書ボランティア「おはなしア

　　　　　ライグマ」　　緑川和子　

　　　　　☎090（6154）0118

「大人の折り紙教室」のお知らせ「大人の折り紙教室」のお知らせ「大人の折り紙教室」のお知らせ
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藤井小学校

稲葉小学校

壬生北小学校

羽生田小学校

壬生東小学校

安塚小学校

睦小学校

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：00～15：00

5日（火）

8日（金）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

20日（水）

21日（木）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同組合
　北側駐車場）

14：00～16：0022日（金）

藤井小学校

壬生北小学校

安塚小学校

羽生田小学校

稲葉小学校

壬生東小学校

睦小学校

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～15：00

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～15：00

13：00～15：00

4日（水）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

18日（水）

19日（木）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同組合
　北側駐車場）

14：00～16：0020日（金）

壬生町立図書館　特別整理期間による

休館のおしらせ

壬生町立図書館　特別整理期間による

休館のおしらせ

壬生町立図書館　特別整理期間による

休館のおしらせ

おはなし会11・12月の日程

　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ども向

けの読み聞かせを開催しております。

・おはなしひろば

　11月２日（土）・９日（土）・16日（土）・23日（土）・30日（土）

　12月７日（土）・14日（土）　14：00～14：45

　※12月21日（土）は「クリスマスおはなし会」を

　　14：00から開催します。

・親子おはなし会

　（３･４･５才向け）11月9日（土）・12月14日（土）

　　　　　　　　　　11：00～11：30

　（０･１･２才向け）11月21日（木）・12月19日（木）

　　　　　　　　　　11：00～11：30

《共通事項》

・会　場　図書館２階 児童室

◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543
図書館キャラクター：ミブラ
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※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

19：00～22：00　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）、外科　９：00～21：00

内　科　９：00～21：00
外　科　９：00～17：00
小児科　18：00～21：00

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎22－86 9 9

診療日時

◆とちぎ救急医療電話相談

　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

〔大　人〕月曜日～金曜日　　　　18：00～22：00

　　　　　土曜日・日曜日・祝日　16：00～22：00

　　　　　☎028-623-3344　プッシュ回線＃7111

壬生町防災行政無線システムについて

・気象庁（災害情報や気象警報、雨雲レーダーなど）
・栃木県防災ＨＰ（防災情報）
・壬生町公式ウェブサイト（支援情報など）
・壬生町防災ＷＥＢ（緊急情報や河川水位情報）
・災害時の電話利用方法
・東京電力（停電情報や無料のスマートフォンアプリによる停電・雨雲レーダーの紹介）

総務課　消防防災係　☎（81）1808

http://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html
http://www.pref.tochigi.lg.jp/kurashi/bousai/realtime/index.html
http://www.town.mibu.tochigi.jp/
http://www.bousai-mibu.jp/
http://www.tca.or.jp/information/disaster.html

http://teideninfo.tepco.co.jp/

防災サイト等

河川監視カメラの設置

壬生町防災行政無線に関するお問合せは

・URL　http://www.bousai-mibu.jp/bousai/ksndata/

○黒川（羽生田学童橋付近）

○恵川（黒川合流部付近）

○黒川（地蔵橋付近）

３か所にカメラ子局を設置しています。こ

のカメラの画像は、壬生町の公式ウェブサ

イトにある防災WEB上で見ることができ、

河川の状況を把握することが出来ます。

役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携帯電話やパソコ
ンなどにメールで配信します。
事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録方法は、携帯電
話・パソコンなどから下記ＱＲコードやＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・ＱＲコード防災メールの配信

拡声子局（町内30か所）の機能

その他にも、こんな機能があります。
○防災メール
　登録制のメールです。下記『防災メールの配信』
　を参照してください。
○エリアメール
　壬生町内で緊急連絡を要する災害が起こった際に、
　町内の携帯電話にメールを一斉に送信します。

放送内容の確認（電話応答装置）

電話番号　0282-82-9000

「放送されていることに途中で気付いた」「風が強くて放送内容がよく
聞こえなかった」という場合は、次の番号に電話すると放送内容を聞く
ことができます。

○拡声放送……各子局から、マイクを使って、スピーカーによる拡声放送が
　　　　　　　できます。
○連絡通話……各子局から防災センター、壬生町役場へ装置を使用し無線に
　　　　　　　よる連絡通話ができます。

〔子ども〕月曜日～土曜日　18：00～翌朝８：00

　　　　　日曜日・祝　日　24時間

　　　　　☎028-600-0099　プッシュ回線＃8000

夜 間 ・ 休 日 の 診 療 機 関

11月３日

11月４日

11月10日

11月17日

11月23日

11月24日

12月１日

12月８日

藤 井

安 塚 南

至 宝 北

上 長 田

駅 東 町

上 長 田

万 町

栄 町

☎82－5800

☎86－0501

☎25－5881

☎86－6000

☎21－7300

☎86－8039

☎81－0001

☎82－2002

壬 生 東 診 療 所

荒 川 内 科 ク リ ニ ッ ク

高 橋 と お る ク リ ニ ッ ク

にしやま内科クリニック

は し も と ク リ ニ ッ ク

小 林 内 科 ク リ ニ ッ ク

あかりこどもクリニック

松 本 内 科 医 院

◆壬生町在宅当番医　９：00～17：00

電話番号自治会名病　　院　　名日　付



行　
　

事

第8回壬生町ゆうがおマラソン大会

（12月1日）

第48回おもちゃ団地チャリティーバザール

（12月7日、8日）

11月

火

水

木

17
18
19

22

土

火

26

水

木

金

21

25

土

月

28
29

16

23

24

月

20

27

日

日

金

土30

こども おとな

食育講座「バター作り」（10：00～　子育て支援センターつばめ） 
乳幼児健診（１歳６か月）（13：00～　町保健福祉センター）

なかよし相談（9：30～　町保健福祉センター）
おっぱい相談（10：00～　町保健福祉センター）

シルバー人材センター新規会員の入会説明会（13：30～壬生町シルバ
ーワークプラザ研修室）  集団健診（8：30～南犬飼地区公民館分館）
 10.11月分上下水道料金口座振替日・11月の納税等　納期限
窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター刃物研ぎ（9：00～　役場本庁舎　車庫北西側） 
10.11月分上下水道料金納期限（納付書）

第8回壬生町ゆうがおマラソン大会（9：00～）

親子ビクス（10：00～　子育て支援センターつばめ） 

マミータイム（10：00～　児童館） 

はみがき講習会（10：00～　子育て支援センターひよこ）
人権・行政相談（13：30～　稲葉地区公民館） 
集団健診（8：30～　壬生町保健福祉センター） 

シルバー人材センター刃物研ぎ（9：00～　南犬飼出張所　自転車置場）

11月16日～
12月15日

ベビーマッサージ（10：30～　子育て支援センターひよこ）
乳幼児健診（３歳児）（13：00～　町保健福祉センター）

ベビーチャピー（9：30～　子育て支援センターひよこ） 

チャピー（オカリナ演奏会）（9：30～　子育て支援センターひよこ）

12月
1

3

5

6

7

8
9
10

月

水

木

木

土

金

12
13
14
15

4

日

2

火

月

水

日

土

金

日

火

11

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（10：00～　児童館）
幼児の行事食実習（10：00～　子育て支援センターひよこ） 

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（10：00～児童館）
乳幼児健診（10か月）（13：15～　町保健福祉センター）

なかよしルーム・ひよこ合同クリスマス観劇会（10：00～　町保健福
祉センター）
ファミサポ交流会「クリスマス観劇会（10：30～　子育て支援センタ
ーつばめ，ひよこ）

乳幼児健診（４か月児）（13：15～　町保健福祉センター）

第48回おもちゃ団地チャリティーバザール（～8日 壬生町総合公園C
駐車場・おもちゃ博物館東側広場）
両親学級（9：00～　町保健福祉センター）

シングルマザーアットホーム活動（9：30～　子育て支援センターひよこ） 

ハイハイレース（10：30～　子育て支援センターひよこ）

地域支援活動（10：00～　おもちゃのまちゆうゆ館） 
はじめての児童館（10：30～　児童館）
おっぱい相談（10：00～　町保健福祉センター）

●国民健康保険税………………………（５期）
●介護保険料……………………………（５期）
●後期高齢者医療保険料�………………（５期）
　　　　　　　　　　納期限　12月２日（月）

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日
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11月の
納税等

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）



―お詫びと訂正―　■広報みぶ10月号31ページ「高齢者のインフルエンザ予防接種実施について」の記事にて、実施期間「令和元年２月29日まで」と記載がありましたが、
　　　　　　　　　　　正しくは「令和２年２月29日まで」でした。お詫びして訂正いたします。

11月号広報みぶ No.726
令和元年11月１日発行

環境保護のため再生紙を使用しています。

発行人／壬生町役場  〒321-0292  栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　編集／総務部総合政策課情報広報係
　　　　電話0282-81-1814  FAX0282-82-8262　町公式ウェブサイト http://www.town.mibu.tochigi.jp

【まちのうごき】●総人口 39,356人（＋59）　男 19,540人（＋12）　女 19,816人（＋47）　●総世帯 16,025（＋42） （　）内は前月比　令和元年度９月末現在

小菅町長より、おもちゃ博物館入場券が進呈されました

この一瞬のために、全力を出す選手たち（団員）
サラリーマン団員なれど、本気な勇姿

　

９
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、
壬
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公
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に
お
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台
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好
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に
恵
ま
れ
多

く
の
町
民
が
会
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て
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。
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ま
た
、
今
回
の
操
法
大
会
で

は
お
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ち
ゃ
博
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ご
協
力

に
よ
り
、
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大
会
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進
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次回は１月生まれのアイドルを募集します。
【締　　切】11月22日（金）
【必要事項】氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ
　　　　　　分かるように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、
　　　　　　電話番号
【申込方法】町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル送信フォーム
　　　　　　http://www.town.mibu.tochigi.jp/idol/　から申込みができます。
　　　　　　役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、子育て支援
　　　　　　センターでも受付けています。
【申 込 先】壬生町総務部総合政策課情報広報係
　　　　　　〒321－0292　壬生町通町12－22
　　　　　　Eメールアドレスsougo@town.mibu.tochigi.jp
【備　　考】写真は掲載後、原則お返しできませんのでご了承ください。また、
　　　　　　町子育てサイトのトップページにもお写真を掲載いたします。
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れ
ま
し
た

壬
生
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

いしじま い ち

石嶋一智くん
（H29.11.14生）

（西高野）の  だ  ゆう き

野田悠月くん
（H30.11.8生）

（下表町）

み  ゆ

美柚ちゃん
（H26.12.22生）

ごう

剛くん
（H28.10.15生）

にしむらゆ  き

西村侑桔ちゃん
（H30.11.11生）

（おもちゃのまち）

ま  お

茉央ちゃん
（H28.2.4生）

り  お

莉央ちゃん
（H26.5.22生）た むら  れ  お

田村蓮央くん
（H30.11.19生）

（大師町）

やなしまりょうた

梁島涼太くん
（H28.11.22生）
（六美町南部）

え び さわ ひろ と

海老沢優仁くん
（H28.11.22生）

（上新町）

はや と

駿仁くん
（H25.1.9生）

ひ より

陽和ちゃん
（H26.12.3生）

し ゆう

慈優ちゃん
（H24.3.2生）

（台宿）

ゆ  め

優姫ちゃん
（H21.8.22生）

あらかわ き  ゆ

荒川嬉優ちゃん
（H25.11.12生）

てらうち  り  な

寺内莉菜ちゃん
（H28.11.15生）

ゆ  な

結菜ちゃん
（H25.4.11生）（安塚中央）

さとうかなえ

佐藤佳苗ちゃん
（H28.11.14生）

ゆうせい

悠晴くん
（H26.5.11生）（上表町）

くぼ た  ひまり

窪田愛葵ちゃん
（H27.11.7生）

はる

遥くん
（H23.7.23生）（上表町）

いしかわまなみ

石川愛美ちゃん
（H25.11.25生）（若草）

社会福祉に役立ててほしいと寄附がありました。
安田　豊治　様　……………………100,000円
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